
人口と世帯

人口　461,148人

男　234,156人

女226,992 人

世帯　173,690世帯

市 ・県 民 税 の 申 告 は お 早 め に

成人 病 予 防 月 間 事業 に ご 参 加 を

粗大ごみ受f寸センタ ーがオープン

健康増進センターは
健康づくりのアドバイザー

情報チャンネル

Ｊ

新
八
柱
駅

新
蚕

鵑
八
柱
駅
よ
り

徒 歩15 分

さくら通り⇒さく

ら橋アンダーパス
⇒公園中央口
二

新 京 成 バ ス

ハ柱駅南口より小

金原団地行きで公

園中央口下車

駐 車 場( 有 料５００円)

博物館内には 障害者用の駐

車場しかあり ません。左図

の駐車場をご利 用く ださい。

駐車場は「21 世紀の森と広場」・「森のホール21 」と共用です。

天気の良い土曜日や日曜日などの休日、森のホール21 の大・小

ホール、レセプションホールで催し物がある場合などには、駐

車場が大変混雑し、ご来場の皆さんに迷惑をおかけしてしまう

場合があります。なるべく公共交通機関をご利用ください。

松戸にゆかりある美術品を公開！
教育委員会では、松戸市にゆかりの深い美術についての調査を進めてきました。

その中心は松戸に住み､優れた作品を残した作家たちです; また、もうーつ見落とす

ことができないのは、東京高等工芸学校(かつて松戸に校舎を構えていた千葉大学工

学部の前身）で教鞭をとり、近代日本のデザイン史の発展に寄与した作家たちです。

数年来の調査の成果として、優れた美術作品を一堂に展示してご紹介します。

出品作家：日本画＝岸竹堂

洋　 画＝松岡壽、田｡中寅三、板倉鼎、板倉須美子、

高野直一、長田国夫、原安佑　　　　　 。

彫　刻＝畑正吉、寺畑助之丞

陶、芸＝寫之原謙

版　画＝奥山儀八郎

図　案＝鈴木豊次郎

家　具＝木檜恕一、森谷延雄

蠢教育睾曩会社会教育課c366-7463 番

松戸市所蔵美術品展

市立博物館 企 画 展示室］

観覧＝無料（博物館の常設展は有料）

会場案内図



該当する人はお早めに！

市・県民税の申告は

2 対 子胃)～3/17( 月)に

健 康 課 常 盤 平 方 面 保 健 室

六実分室がオープン

圖健康課常盤平方面保健室六実分室

登384-2525 番
申
告

を
す

る
人

平

成
８
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
ん
で

い
て
、
８
年
中
に
所

得
が
あ
っ
た
人
、
ま
た
は
退
職
し

た
人
な
ど

※
所
得
が
な
く
、
ど
な
た
の
扶
養

に
も
な
っ
て
い
な
い
人
も
申
告

が
必
要
で
す
。
4
1告
を
し
な
い

場
合
、
各
種

手
続
き
に
必
要
な

証
明
書
等
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
以
下
の
確
定
申
告
の
必
要

が
な
い
人
も
、
市
・
県
民
税
の

申
告
は
必
要
で
す
。

②
源
泉
徴
収
票

・
給
与
明
細
書
・

支
払
調
書
な
ど

③
８
年
中
に
支
払
っ
た
健
康
保
吩

料
・
国
民
年
金
保
険
料
・
生
命
徨

険
料
・
損
害
保
険
料
・
医
療
費
か

ど
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

①
印

鑑

⑤
配
偶
者
の
収
入
が
分
か
る
も

冊

ご
参
加
く
だ
さ
い

受

付
日

時

Ｚ
技

様
品
Ｔ
Ｉ

仗
拝
顔

王
・

日
曜
日
を
除
ぐ
）
の
午
前
８
時

洳

分
～
午
後
５
時

申
告

を
し

な

く
て

も
よ

い
人

給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
役
所
に

提
出
さ
れ
、
住
民
税
が
天
引
き
さ

れ
る
人
（
勤
務
先
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）
、
ま
た
は
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

準
備

す

る
も

の

①
収
支
の
分
か
る
帳
簿
な
ど

受
付

場
所

市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室
ま

た
は
各
支
所
（
東
部
支
所
で
の
受

け
付
け
は
、
３
月
３
日
丱
か
ら
東

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

変
わ
り
ま
す
）

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠

慮
ぐ
だ
さ
い
。

圜
市
民
税
課

六実市民センタ

ー別館１階に、健

康課常盤平方面保

健室六実分室が１

月から開設されま

した。

同時に、六実支

所内にあった市民

健康相談室も分室

内に移転しました。

ここを拠点に、

地域の皆さんの健

康に関する事業を

行っていきます。

赤ちゃんからお年寄り まで、身近な健康相談の場

としてご利用く ださい

また、保健婦が健康についての相談を受けていますので、気

軽にご利用ください。

申し込み

・糖尿病教室･ 心臓病予防教室

健康課保健係

≪366 ―ﾜ∠186番へ

・骨粗 鬆症検診

健康課検診係

S366-748ﾜ 番へ

・がん検診　直接会場で

・ぼけ老人のおせわ教室

健康課小金保健センター

≪346-5601 番へ

※先着 槓で受け付けます。

行　事　名 日　　時 内　　容 会　　場 対　　象 定　員

基調講演会

あなたにもできる成人

病予防～快適な運動で

健康づくリ～

2/7  m

午後10t3O 分～3 時30 分

文明化された生活の中では運動量が低下し がちです。それは糖尿病・

高血圧症などの成人病（生活習慣病）の要因のひとつとなっています。

こ れらの病気を予防するための正しい運動の方法を、医学的見地から説

明し ます｡講師名古屋大学総合保健体育科学センター長・佐藤祐造氏

市民劇場 一般

／
／

／／

糖尿病教室

糖尿病 つでどんな病気９

2/25W　 午後１時～３時
～糖尿病よもやまばなし～　パネラー松戸市医師会　鈴木啓司氏・市

場謙二氏・西川弘氏

糖尿病患者お

よび家族

50人

2/26 圉　午後1 時30 分～3時

・ 糖尿病の食事療法～やさしい食事療法～　講師市立病院健康管理室

管理栄養士・長田正明氏　・ 運動実技～体を動かす楽しさを知ろう～

講師ＭＫグループ ・大矢和子氏

2/27  ≪

午前10 時～午後1時30 分

糖尿 病 患者 用 食事の 調 理実 習と 試食 （１日目 ・２日 目 参加 者のう ち か

ら 、会 場で 希望 者を 募り ます｡ ）

一一　 一 一一

30 人

心臓病予防教室

動脈硬化は

なぜ起こるか

2/20  W

午後1時30 分～3時30 分

・動脈硬化～最近の治療と予防法～　講師市立病院健康管理室長・西

出敏雄氏　・ 食事療法のポイント～やさしい基本について～　講師市

立病院健康管理室管理栄養士・長田正明氏

高血圧・高脂

血症患者およ

び家族

50人

展示と相談

運動と健康

2/3(1月)～28 窗

午前8時30 分～午後5時

｢なるほど・ザ・ヘルシー　運動不足をチェック｣ に

ついてのパネル展示と相談受け付け

※相談日2/3  C月)～5 團

市役所１階連絡通路 一般

／

／
／

献 血

愛の献血と

街頭キャン ペーン

2/21 銜・28 銜

午前10 時～午後4時
献血の普及・啓発活動

･2/21  m イトーヨーカ堂

八柱店

・28 窗ダイエー新松戸店

一般

ﾉ ´

／

／

がん検診

早期発見・

早期治療

胃がん検診

2/3(3) ・4( 火)

受 付 時 間 男 ＝午 前9 時10 分 ～9 時

20 分　 女 ＝9 時20 分 ～10 時30 分
一一一　一一　　---　一一一一一‥-一一

1/28  W ・30( 村、2/4  W ・6 團

受 付 時 間　 午 後2 時 ～2 時30 分

・ 問診・ 胃部Ｘ線検査 中央保健センター ∠LO歳以上の人

／

乳がん検診 ・ 問診・ 触診

中央保健センター

1/28  Wのみ小金保健セン

ター

30歳以上の

女性

骨粗鬆症検診

骨密度を測定し今後の

健康に役立てよう ！

2/10(B)・12 ㈲・25(火)

受付時間 午前9時30 分～11 時30

分と午後1時30 分～3 時30 分

・問診・ 身体計測・ 骨塩定量検査 ① ＩＰ法）

後日医師・保健婦・栄養士による健康教育を実

施

・2/1OC 月)常盤平市民センター

・　12 ㈲中央保健センター

・　25( 火)小金保健センター

35歳の女性 600 人

ぼけ老人のおせわ教室

痴呆に対する正しい知

識の普及・啓発

2/3 ㈲・10 ㈲)・17(月)・24(月)

午後1時30 分～3 時30 分

・講演「痴呆性老人の理解と問題行動への対応」

講師老人保健施設長・唐畸三千代氏ほか

・ 施設見学　特別養護老人ホーム「マーシィヒル」

・小金保健センター

・ 特別養護老人ホーム

｢マーシィヒル｣

痴呆性老人を

介護している

家族および関

心のある人

40人

償

却

資

産

の

申

告

は

１

月
3
1
日

鵆

ま

で

に

平

成
９

年
１
月

Ｉ
囗

現
在

、
市
内

に

事
業
用

の
償
却

資
産

を
所
有

し

て

い
る
個
人

ま
た

は
法
人

は
、
早

め

に

市

役
所
資

産
税
課

税
課

ま
で
申

告
し

て

く
だ

さ

い
。

な
お
、
正

当

な
事
酊

が

な
く
申

告

し

な
か

っ
た
り

、
虚
偽

の
申

告
を
し

た
場

合

は
、
過

料
等

を
科

さ
れ
た

り
、

不

利
益

な
扱

い
を
受
け

る
こ

と

が
あ

り

ま
す

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

贋
資

産
税

課
税
課

償
却

資
産
係

松

戸

市

職

員

募

集

職

種
業

務
員

（
清
掃

・
土
木

等

の

作
業

）
、
用

務
員

（
学

校
）
、
調

理
員

（
保

育
所

・
学

校

・
老

人

ホ

ー

ム
）
、

寮
母
　

募

集
人
員

若
干

名
　

対
象

昭

和
3
1年

４
月

２
囗

以
降

に
生

ま

れ
た

人
　

受

付
期

間

１
月
3
0
日

宋
ま
で

羆
人

事
課

人
事
係

平

成
９

年

度

保

育

所

（
園

）
へ

の

入

所
受

け

付

け

中

受
付
期
限
１
月
3
1囗
蚩
ま
で
　
受

付
場
所
保
育
課
　
申
請
書
の
配
布
保

育
課

・
各
保
育
所

（
園
）
で

※
入
所
の
決
定
は
３
月
中
旬
に
通
知

し
ま
す
。

群

保
育
課
保
育
係

「
市

庁

舎

内

線

番

号

」

が
変

わ

り

ま

す

市
庁
舎
の
内
線
番
号
が
、
２
月
３

囗
丱
よ
り
、
三
桁
か
ら
四
桁
に
変
わ

り
ま
す
。

舞
管
財
課
庁
舎
管
理
係

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー

ル

と

六

実

高

柳

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

の

風

呂

が

休

業

し

ま

す

定
期
整

備

の
た
め

、
次

の
期
間
休

業

し
ま

す
。

プ
ー
ル

＝
２

月
1
0日

丱

～
３
月
1
7一
口

丱
、
風
呂

＝
２

月
1
0

日

丱
～
２

月
Ｓ
日

丱

羆

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー
内
温

水

プ
ー

ル

公
3
8
5・
7
1
0
0

番

、

六
実
高

柳

老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー

登
3
8
6
・
3
4
7

8
番

国

と

県

の

家

賃

補

助

付

賃

貸

住

宅

を

募

集

し

ま

す

千
葉
県

住
宅

供
給
公

社

で
は

、
国

と

県

の
補
助

に
よ
ひ

当
初

の
家
賃

負

担

を
軽

減
す

る
フ

ァ
ミ
リ

ー

タ
イ

プ

の
賃
貸

住
宅

の
入
居

者
を
募

集
し

て

い
ま
す

（
先

着
順

で
受

付
）
。

募

集

内

容

グ
レ

ー
ス

ーレ

ジ

デ
ン

ス
（
河

原

塚

一

一
の

∵

３
Ｌ

Ｄ
Ｋ

谷

戸
駐

車

場

あ

り

・
即

入
居

可
）
　

交
通

新

京

成

線

八
柱
駅

ま
た

は
Ｊ
Ｒ

武
蔵
野

線

新

八
柱

駅

か

ら

徒

歩
約

十

五

分

、北

総
・
公

団

線
東

松

戸

駅
か

ら
徒

歩

約

十

六
分
　

募

恚

戸
数

六
上

戸
　
当

初

入

居
者

負
担
額
六
万

八
千
円

か
ら

醫

千
葉
県

住
宅

供
給
公

社
賃

貸
住

宅

管

理
課

登
園

高
一
・
5
1
6
4

番

平

成

９
年

千

葉

県

農

業

基

本
調

査

に

ご
協

力

を

Ｉ
・

千
葉
県
で
は
、
２
月
Ｉ
囗
に
千
葉

県
農
業
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
県
・
市
町
村
が
行

う
種
々
の
農
業
行
政
の
企
画
や
実
施

に
当
だ
っ
て
の
重
要
な
基
礎
資
料
に

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
農
家
に
は
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

羆
総
務
部
総
務
課
統
計
係

財

松

戸
市

福
祉

公

社

職

員

募
集

職
種
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
①
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
　
採
用
人
員
若
干
名

資
格
①
社

会
福
祉
士
・
保
健
婦
・
看
護
婦
・
四

年
制
大
学
福
祉
系
卒
業
ま
た
は
見
込

者
夸
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
養
成
研
修
一
～
二
級
課
程
修

了
者
（
①

②
と

も
健
康
で
意
欲
が
あ

り
、
市
内
の
福
祉
・
医
療
機
関
に
勤

め
て
い
な
い
人
）
　
勤
務
形
態
週
五

日
（
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

※
２
月
２
日
凹
総
合
福
祉
会
館
（
上

矢
切
二
九
九
の

匸

内
で
説
明
会

を
行
い
ま
す
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

１
＝
午
前
1
0時
か
ら
、
ホ
ー
ム
へ

ル
パ
ー
＝
午
後
２
時
か
ら
）
。

羆
賺
松
戸
市
福
祉
公
社
登
3
6
8
・
2
9

4
1
番

六実市民センター別館1

階

成
人
病
予
防
月
間
事
業

２
月
は
成
人
病
予
防
月
間
で
す
。
期
間
中
左
表
の
と
お
り

各
種
の
催
し
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

圜
健
康
課
保
健
係
昔
3
6
6
・
フ
４
８
６
番



粗大ごみ受付センター

から受け付け開始川井敏久
市長室・発

FAX] 391 － 0022 番新しい年を迎えて
申し込みはコンピューターで処理されます

粗
大

ご
み
収

集

の
電

話
受

け
付

け

は

、
こ

れ
ま

で
市

清
掃

業
務

課

で
行

つ
て

い
ま
し

た

が
、
２
月

３

日
丱

か

ら

粗

大

ご
み
受
付

セ

ン

タ
ー
で
行

わ

れ
ま
す

。

粗
大

ご
み
受

付

セ
ン

タ
ー
で

は
、

オ
ペ
レ

ー

タ
ー

（
五

人
体

膸
）

が
受

付

窓
口

と
な
り

、
皆

さ

ん
か
ら

の
申

し
込

み

を
迅
速

か

つ
確
実

に
処
理

し

ま

す

。

・
受
付

時
間

月
曜

～
金

曜
日

午
前

８

時

丿
分
に卜
午
後
５
時

（
祝

日
・
休
日
・

年

末
年

始
を

除
ぐ
）

荳
清

掃

業
務

課
業

務
第

一
係

４ 月 １日 か ら は 有 料 制 に

粗大ご みの収集 は4 月１日 （電話受

け付け分 ）から有 料制にな ります。

また現 在資源ご みとし て 収集し て

いる 物 の中 から 、新たに粗 大ご み収

集に分 別変更になるも の がありま す。

詳細は 広報まつど 特集 号（2/20 発

行）や チラシなど でお知ら せし ま す。

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
新
年
を
ど

の
よ
う
に
迎
え
ら

れ
た
で
し
ょ
う

か
。
毎
年
あ
わ
た
だ
し
い
正
月
を

過

ご
し
て

い
た
私
で
す
が
、
今
年

は
長
期
の
正
月
休
み
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
家
族
そ
ろ
っ
て
穏
や

か
な
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

年
賀
状
に
目
を
通
し
て
い
る

と
、
神
戸
市
灘
区

の
方
か
ら
新
年

の
あ

い
さ
つ
と
給
水
活
動
に
対
す

る
お
礼
が
書
か
れ
て

い
ま
し

た
。

災
害
発
生
か
ら
二
年

が
過
ぎ
、
初

１月６日の事務始め式

松戸駅・北松戸駅周辺

自転車駐車場

です申請の締め切りは

4月１日から､松戸駅

と北松戸駅周辺の自転

車駐車場が有料許可制

になります。

定期使用の申請は、

１月31日脂［必着］まで受け付けます。

匝呻請書に必要事項を記入して､郵送で〒2ﾜ0

松戸市金ケ作2ﾜﾜ の5飭松戸市シルバー人材セ

ンター（登384-3191 番）へ

贈安全課安全係

駅周辺は自転車の放置禁止区域です。自転車は 、

自転車駐車場にとめましょう。

放置されている自転車は撤去し 、返還する際に

は1,500 円をいただくことになります。

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
テ
ク
ノ
2
1）

講
座
案
内

惠

事
務
所
窓
口
で
先
着
順
に

受
け
付
け

羆

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
松

戸
市
小
金
原
一
の
一
九
の
三
）
容
3
4
9
・

3
2
0
0

番

ワル

ロ

ワ

ゴ
ン
漂

講　座　名 日　　時 定員・費用

パソコン・ワープロ入門講座
2/` 6㈲・7 銜　午前

2/19  6K)・20 休） 午後

各6 人

弓,000円

パソ コン ワ ープ ロFM-OASYS

基 礎講 座
2/15R  ■ 22(土)

各10人

12,000円

パソコンワープロFM-OASYS

応用講座

2/13C村･14 窗　　 。

17(月)･18(火)
午後

ワープ ロソフト一太郎入門講座
2/30月)・４灰)

５團・６休)　　午後

ロータス1-2-3 基礎講座
2/24(1月)･25㈹　　__

27  (*)･28銜　 午剛

※午前＝午前9時30分～午後O時30分、午後こ午後IE侍30分～4時30分　土曜日＝午前

9時30 分～午後4時30 分　吝コースともテキスト代2,000円が別にかかります。

マ穴

コン
ント
漂ご

初心者入門講座
2/24  (B)･25(火)　 。

3/ 3(月)･４㈹　
午後

吝5人

15,000円
初級講座

2/13  W･14 銜　　_｡_

20 休)･21銜　 午剛

※午前＝午前9時30分～正午　午後＝午後1時30分～4時

各コースともテキスト代2,000円が別にかかります。

に
よ
り
事
業
費
の
確
保
に
努
め
た

い
と
考
え

て

い
ま

す

。

特

に
今

年

は
、

私

か
取

り
組

ん

で

い
る
行

政
リ

ス

ト

ラ
実

施
計

画

の
二
年

次

目

に
当

た
り

、
平

成
1
0

年

度

の
目

標

達
成

に
向

け

た
重

要

な
年
で

あ

る
と
考
え

て

い
ま

す

。

さ

ら
に

、
西

暦

二

〇
二

〇
年

を

目

標

と
し

た

、
二

十

一
世

紀

に
ふ

さ
わ
し

い
ま

ち

づ
く

り

の
新

た
な

指

針

と

な
る

総
合

計
画

の
策
定

も

進
め
て

い
ま

す

。

昨
年
1
0一
月

、
素

案

と
し

て
市

民

の
皆

さ

ん
に

ご
提

案
し

、

現
在

平

成
1
0
年
度

の

ス

タ

ー
ト
を

目

指
し

て
基

本
構

想

・
基

本

計
画

の

試
案

づ
く

り

に
入

っ
て

い
ま
す

。

今

後

も
市

民

の
皆

さ

ん
か

ら

ご
意

見
を

い
た

だ

き
、

松
戸

ら

し

い
も

の

に

し

た

い
と

考
え

て

い
ま
す

。

今

後

も
課

題

が
た

く

さ

ん
あ
り

ま
す
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

な
き
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
市
政

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

雑
感

を
俳
句

に
し

て
み

ま
し

た
。
出
来

る
だ
け
毎
回
掲
載
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
夢
の

ふ

と
聞
こ
え
し
や母

の
声

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
1
2月
末

現
在
三
百
二
十
九
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ
3
6
6
・
2
3
0
1

番

８
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
こ
の

コ
ラ
ム
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
皆

さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回

は
、
そ
の
中
か
ら
幾
つ
か
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
楽
し

み
ま
し
た

第
二
回
に
掲
載
さ
れ
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
、
家
族
で
や
っ

て
み
ま
し
た
。
夫
は
こ
と
ご
と
く

ひ

っ
か
か
り
ま
し
た
が
、
息
子
は

『
男
女
平
等
型
の
人
』
と

い
う

結

果
で
し
た
。
で
も
「
食
べ
さ
せ
ら

れ
な
い
か
ら
、
当
分
結
婚
は
し
な

い
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
っ
て
「
男

は
仕
事
、
女
は
家
事
」
と
本
心
で

は
思
っ
て
い
る
証
拠
だ
と
思

い
ま

せ
ん
か
。

●
介
護
退
職
を
し
た
け
れ
ど

夫
の
親
を
介
護
す
る
た
め
、
十

年
ほ
ど
前
に
勤
め
を
辞
め
ま
し
た
。

多
く
の
女
性
が
今
も
同
じ
理
由
で

退
職
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
当

時
の
私
も
そ
れ
が
「
当
た
り
前
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

三
回
目
の
「
主
婦
の
病
気
と
い
わ

れ
る
も
の
」
を
読
ん
で
、
（

夕
と

思
い
当
た
っ
た
の
で
す
。
実
は
介

護
を
し
な
が
ら
も
、
自
分
は

Ｉ
体

何
な
ん
だ
ろ
う
と
悩
ん
で
い
た
か

ら
で
す
。
そ
し
て
こ
ん
な
悩
み
は

単
な
る
わ
が
ま
ま
で
、
罪
悪
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ

は
自
分
の
本
当
の
気
持
ち
を
抑
え

て
い
た
だ
け
で
、
そ
れ
が
辛
か
っ

た
の
だ
と
よ
う
や
く
整
理
が
で
き

ま
し
た
。

圃女性センターゆうまつど

Q364 -8778 番

自
分

は
何

を
し

た

い
の
か
、
何

か
楽
し

い
の
か
、
心

の
中

を

ゆ
っ

く
り

の
ぞ

い
て
み

る

っ
て

大
事

な

こ
と

で
す
ね

。

●
自

分
探

し

を
始
め

た
ら
・：

子

ど
も
の
こ

ろ
か
ら
家
庭
は
「
絶

対
」

な
も

の
、
と

教
え

ら
れ

て
き

ま
し

た
。

だ
か
ら

、
結

婚
生
活

で

は
多
少

の
自

己
犠

牲
も

仕
方

が
な

い
と

思

っ
て

い
る
し
、
自

分

を
抑

え

た

り
、
家

族

の
た

め
に
と
頑

張

っ

て

い

る

つ
も

り

で
す

。
で

も

、

と

き

ど

き
心

の

中

は
爆

発

寸

前

、

と

い
う
状
態

に

な
り
ま

す

。
そ

れ

で
思

い
切

っ
て
近

く

に
あ

る
大
学

の
聴

講
生

に
な
り

、
受

講
し

て
み

ま
し

た

。
気
分

が
と

て
も
明

る
く

な
り

ま
し

た

。
こ

れ

を
き

っ
か
け

に

、
ま
た

少
し

ず

つ
勉
強

の
し
直

し

を
始

め
て

い
ま
す

。
で

き
れ

ば

仕
事

に
も

就
き

た

い
と
考
え

て

い

ま

す
。
今

考
え

て
み

る
と
、

結
婚

し

た
こ
と

で
、
自

分

は
社
会

か
ら

取

り
残

さ
れ
た

存
在

に
な

っ
て
し

ま

っ
た

、
と
悩

ん
で

い
た

ん
だ
と

思

い
ま
す

。

さ
て

、
三
人

の
お

話
は

い
か

が

で
し
た
か
。
私
た
ち
が
日

ご
ろ
「
当

た

り
前
」

と
考
え

て

い
る
こ

と

の

中

に

は
、
随
分

と
女

性

の
生
き

方

を

不

目
由

に
し

て

い
る
も

の

が
多

い
よ
う

で
す

。
そ

れ
は
男

性
に

と

っ
て
も

、
同

じ
よ
う

に
生

き
に

く

い
も

の

で

は

な

い
で

し

ょ
う

か

。

女

性

・
男

性

と

い
う

こ
と

で
は

な

く

、
自

分
ら

し
く

生
き

る
た

め
に
、

も
う

一
度
、
自

分

の
中

の

「
当

た

り

前
」
を
見

直
し

て
み

ま
せ

ん
か

。

め
て
新
年
を
祝
え
る
年
賀
状
を
書

く
気
持
ち
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

多
く
の
人
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
こ
の
大
震
災
を
教
訓
に

私
は
、
大
宮
市
と
の
防
災
研
究
都

市

協
定

や
公

共

施
設

の
耐

震
診

断
、
消
防
署
の
設
置
、
地
域
の
防

災
組
織
づ
く
り
の
強
化
な
ど
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
防
災
は
一
人
ひ
と
り

の
備
え

が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

皆
さ
ま
方
の
家
庭
に
お
い
て
も
万

全
を
期
せ
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

１
月
２
日
、
島
根
県
沖
で

タ
ン
カ
ー
の
重
油
流
出
事
故

が
起
こ
り
、
周
囲
に
大
き
な

環
境
被
害
を
も
た
ら
し
て

い

ま
す

。
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
重
油
の
除
去
作

業
を
行
っ
て

い
ま
す

が
、
松

戸

市

民

の

方

も

参

加

し

て

い

ま

す

。

市

で

も

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

方

々

に

使

っ
て

い
た

だ
く

た

め
、

全

職
員

が
自

主

的

に
約

一
万

枚

の

タ
オ

ル
を

集

め
て

福
井

県
三

国

町

に

送
り

ま

し
た

。

一
日

も
早

い
終

息

を
願

っ
て

や
み

ま
せ

ん

。

さ
て

、

本
市

の

新
年

度

の
予

算

編

成

も
最

終
段

階

に
入

っ
て

き

ま

し

た

。
市

を
取

り

巻
く

経

済
情

勢

も

、
市

税

収
入

が
仲

び
悩

ん
で

い

る
中

で
地

方
消

費

税

の
創
設

を

は

じ

め

と
す

る
平

成

６
年

Ｈ
月

の
税

制

改
正

に

よ

る
影

響

な
ど

、
大

変

厳

し

い
見
通

し
で

す

。

し

か
し

、

厳
し

い
と
言

っ
て

い

る
だ

け
で

は
施

策

の

推
進

は
で

き

ま

せ

ん

。
引

き
続

き
職

員

一
丸

と

な

っ
て

「
最
少

の
経

費
で

最
大

の

効

果

を
あ

げ
る
」
こ

と

を
目

標
に

、

徹

底
し

た

事

務
的

な

経
費

の

節
減

申請書の配布場所

･市役所１階受付パンフレットスタンド

一矢切支所窓口

一市民会館 ２階パンフレットスタンド

･シルバー人材センター受付カウンタ一

一松戸駅西口公園下自転車駐車場管理棟窓口

北松戸駅西口自転車駐車場管理棟窓口

ＪＲ松戸駅構内広報まつどボックス

ＪＲ北松戸駅構内広報まつどボックス

明市民センター１階入口横

二十世紀が丘市民センター１階ロビー

古ケ畸市民センター１階入口正面　　　　｜

クローズアップ
女と男

CLOSE

UP



① 質 問 調 査

健康 一食生活・運動につ

いて調査表に記入します。

あなたの健康を診断する上

で重要な資料になります。

⑦診 察

検査の結果を見なが

ら、医師による診察が

あります。

健康の評価とアドバイス

測定や検査のデータを、医師

や保健婦・栄養士・運動指導員

が専門の立場から検討し、助言

と指導をします。
⑥体 力 測 定

垂直跳びや上体起こし 一

白転車エルゴメーターであ

なたの体力を測定。

⑤ 心 電 図 検 査

安静時と負荷(運動)

後の心電図を検査しま

す。
④ 肺 機 能 測 定

肺活量は体力年齢の目

安にもなります。

体を 動 かすこ と が少 なく なっ てい る現 代人 。 意識し て 生活 の中 へ運 動を 取り 入れ るこ と が大 切で す

２
月
は
「
成
人
病
予
防
月
間
」
で
す
。
成
人
病
は
、

運
動
不
足
や
食
べ
過
ぎ
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
日
常
生

活
と
の
関
連
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
の
保
持
増
進
や

成
人
病
予
防
の
た
め
に
、
食
生
活
の
状
況
や
健
康
の

度
合
い
、
体
力
を
調
べ
、
そ
の
人
に
合
っ
た
生
活
習

慣
に
つ
い
て
助
言
と
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

圖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

昔
3
6
5
・
5
5
8
8

番

私

た
ち

は
、
健
康
を
第
一

の
目

的
と
し
て
生
き
て

い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ

ん
が
、
健
康
で
な
け
れ

ば
ど
ん
な
素
晴
ら
し

い
プ
ラ
ン
も

実
現
し
ま
せ
ん

。

現
在
、
病
人

の
う
ち
六
割

の
人

が
、
が
ん
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
な

ど
の
成
人
病
に

か
か
っ
て
治
療
を

受
け
て

い
ま
す

。

成
人
病

の
多
く
は
「
生
活
習
慣

病
」

と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
長

い
間

の
生
活
習
慣

の
ひ
ず
み

が
も

た
ら
す
病

気
で
す

。
ま
た
、
成
人

病
は
知

ら
な

い
う
ち

に
進
行
し
て

い
る
病
気
で
、

症
状

が
現

れ
た
と

き
に
は
か
な
り
進
行
し
て

い
る
場

合

が
あ
り
ま
す

。

し

か
し
、
早
期
に
発
見
す

れ
ば

完
全

に
治
す
こ
と

も
で
き
、
日
常

生
活
次
第
で
、
病
気
を
予
防
し
た

り

、
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と

が
で

き
ま
す

。

あ
な
た
は
、
今

が
健
康
で

あ
る

が
た
め
に
、
自
分
白
身
を

粗
末
に

し

て

い
ま
せ

ん

か

。

と

も

す

る

と

陥

り

や

す

い
不

健

康

な

生
活

習

慣

の

リ

ズ

ム
を

変
え

て

み

ま

し

ょ
う

。

し

か

し

、

専

門

の

立
場

か

ら

の

助

言

や

指

導

が
な

け

れ

ば

、

効

果

を

ヒ

げ

る

健

康

的

な

生
活

習

慣

づ

く

り

は

難

し

い
も

の

。

そ
こ

で

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

が
お
手

伝

い
し

ま

す

。

検

査

や

測

定

の

後

、

結

果

に

つ

い
て

説

明

し

な

が
ら

、

そ

の

人

に

合

っ
た

ト

レ

ー
ニ

ン

グ
プ

ロ

グ
ラ

ム

を

作

成

。

そ

の

プ
ロ

グ
ラ

ム

に

合

わ

せ

て

個

人

ト

レ

ー

ニ

ン

グ
を

し

た

り

ス

リ

ム

コ

ー
ス

な

ど

を
受

講

す

る

こ

と

で

、

健

康

的

な

生
活

習

慣

を

身

に
付

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

健

康

に
不

安

が
あ

る

人

、
不

規

則

な

生

活

を

白

覚

し

て

い
る

人

は

も

ち

ろ

ん

、

健

康

に

自

信

が

あ

る

人

も

一

度

、

指

導

？
・‐・
ス

を
受

け

て

み

ま

せ

ん

か

。

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

案

内

図

交通：松戸駅西口③番バス乗り場から

京成バス｢市川駅｣行きで浅間台下車

開館時間　午前8時30分～午後5時

休館日　　第1・第3水曜日、祝日、年末年始

所在地　　松戸市上矢切299-1S365 ―5588番

あ
な
た
に
必
要
な
の
は
？

健
康
増
進
指
導
コ

ー
ス
終
了
者
の
た
め
の

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

第 １週
オリエンテーション ー健康的なダイ

エットについて

第 ２週 ’太らない食べ方のポイント

第３週
調理実習（私の適量）

※みそ汁持参（塩分測定）

第4 週 減量と運動について

第５週 医師の話

.第６週こ運動実技

第7 週 私の工夫と０＆Ａ

I 第8 週 調理実習（私の1食分再チェック）

.第9 週 血液検査・運動実技

第10 週 終了式

スリムコース
よ り 良 い 食 習 慣 や 運 動 習 慣

を 身 に 付 け 、 健 康 的 に 減 量 す

る た め の 教 室 で す 。

対 象 は 、 健 康 増 進 指 導 コ ー

ス を 受 け て か ら ３ヵ 月 以 内 で 、

肥 満 者 ま た は 肥 満 傾 向 に あ る

人 ［体 重（ｔ口）-＝-〔 身 長 （ ｍ ）の

二 乗 〕＝24 以 上 ］。　５ 月 と ９ 月

の 年 ２ コ ー ス 開 催 し 、各 コ ー ス

10 回 で す 。

楽々バランスメニュー教室

食品や調理法の組み合わせによって変わ

るいろいろな食事を、実際に作り、見て、

食べて、自分に合った食事内容や食事量を

知るための教室です。

対象は、１年以内に当センターの医学的

検査を受診した人やこれから受ける人で、

春・秋・冬の年３コース（１コース２回）

あり、毎回、テーマに沿った講話と調理実

習を行います。

１日目 コレステロール・中性脂肪を下げるために

２日目 骨を丈夫にする食事バラン スのとれた食事が大切

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
、

皆
さ
ん
と
行
政
や
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
を
努
め
て
い
ま
す
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
障
害
者
、

家
庭
環
境
な
ど
で
悩
み
や
心
配
事
が
あ
る
人
は
、
各
地
域
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　

（
敬
称
略
）

雎

援
護
課
社
会
係

小

松
敦
子

、
原

増
江

、
川

村
邦
雄

、
土
屋

和
子

、
太
田

昭
平

、
加

納
貞

、

南

雲
佳

世
子

、
冨

永
芳

恵
、
高

山

洋
子

、
松
井

久
子

、
大

内
千

恵
乃

、

荻
野
禎
子

、

遠
藤
美

代
子

、
鈴

木

吉
東

、
川
津

勇

、
小

島

洋
子

、
馬

場

烝

治

、
清
水
一

枝

、
飯
Ⅲ
孝

子

、
小

貫

永
子

、
穐
谷

洋
子

、
島
野

育
夫

、

加

藤
江

と
Ｔ

、
斎

藤

フ
ミ
、
鶴

岡

勝
、
平

野
奈

美
子

、
足

助
茂

代

、
庄

司

里
子

、
齊

藤
つ

や
、

郷
ク

ニ
、

花
嶋
誠

、
平

田
弘

子
、

小
柴

幸
夫

、

栗

原
幸

三
、

渡
邉
文

男

、
湯
本

榮
子

主

任
児
童

委
員

（
飯

嶋
法

子

、
古

野
美
穂

）

川

上
作

也
、
湯

浅
作

衛
、
川

上
操

、
関
広

子

、
宮
山
正

己

、
石
井
元

吉

、

渡

辺
昌
平

、
田

中
周

瑞

、
小
口

晃

、
石

井

喜
代

子
、

萬
年

シ

マ
子

、
福

岡

玄
舟

、
湯

浅
長
男

、・
岡

村
満

和

、
小

野
寺
規

夫
、

渡
来

進
太

郎

、
峯

島

弘
子

、
石

橋
治

、
岡
田

志
知

郎

、
石

橋

一
雄

、

齊
藤
重

子
、

久
保

田

和

子

、
高
橋

清
、

矢
野
久

芳

、
小
白

井
和

典

、
宮
口

富
信

、
松

戸
政

雄

主

任
児
童

委
員

（
服

部
紀

子

、
湯
浅

恵
子

）

穗

坂
芳
子
、
小

宮
せ

き
、
湯

本

喜

美
、
箭
内

美
祢
子

、
齊
藤
和
江

、
阿

部

彦
助

、
布
施

隆
章
、
宮
下

友
利

、
吉
田
壽

、
関
や
よ
ひ

、
加
澤

紀
子
、

得

居

美
津
子

、
深

山
千
枝
子

、
大
岡

甫
子

、
中

島
壽
子

、
小

濱
道
代

、
近

藤

好
男

、
齊

藤
公

平
、
小

澤
淑
江

、
本
多

美
恵
子

、
本
田

美
江

、
基
壯
二
郎

、

内

田
ヤ
エ
子

、
北
川
幸
子

、
木
村
和

子
、
佐

川
美
枝
子

、
葛
西
和

子

主
任
児

童
委
員

（
高
橋
貴
美
子

、
齊

藤
な
か
子

）

赤
石

ミ
ョ

シ
、
吉
岡
里
子

、
小
野

園
子

、
橋

本
有
子
、

秋
元
省
三

、
秋

山

淳
子

、
小
池

静
江

、
高

山
清
子
、

ド
村
正

子

、
蜂
谷
桂
子

、
木

村
定
男

、

菅

本
晃

平
、
清

野
美
津
江

、
渡
邉
宮
子

、
吉
田

武
雄

、
田

中
勝
男

、
染
谷

洋
子

、
大
橋
ま

さ
、
加

藤
初
枝
、

橋
本
實
、
小

幡
玉
江

、
杉
浦

み
つ
、
池

田

仁
子

、
鈴
木

艶
、
野

村
勝
一
、

山
本
隆

、
村
松
智

、
鈴
木
好

雄

主
任
児

童
委
貝

（
大
川
悦
子

、
渋

谷
美
登
里

）

五
十

嵐
義
雄

、
山
口

伊

保
子

、
野

々
下

光
枝

、
山
本
し

げ
子
、
青

木
千
代

子

、
藤
枝
仲

ミ

松
川
正

、
飯
沼
冽

、
鈴
木

す
み

ゑ
、

島
倉
信

次
、
佐
久

間

瑛
子

、
渡

邊
利
信
、

竹
内

令
子

、
霜
村
實

、
山
本
廣
子

、
小

島
正

夫

、

鉄

矢
利
枝
、
松

丸
裕

、
加
藤

雅
章
、
染
谷

清
、
得
田
ち

ゑ
子

、
瀧
田
泰
子

、

鈴
木
美

枝
子

、
石

井

マ
サ

、
浮
田

功
、
平
川

茂
光
、
松
久

保
ス

ミ
子

主

任
児

童
委
員

（
山
口

美
枝
、

武
井
芳
子

）

安
蒜
正
次

、
竹
内
三
郎
、
渋
谷

孝
、
田
中
悦
二

、
酒

井
昭
、

越
野

雅
子

、

大
熊
敏
子

、
大
塚
忠
信
、
高

橋

巌
、
高
中
り

ん
子

、
高
橋
伸
治

、
青
木

燿

子

、
須
川

輝
子

、
芦
田
晋
一
；

島
谷

經
一
二

早

野
耻

代
、
秋
谷
善
市

郎
、

山

本
淑
子

、
廣
瀬
謙
一
、
能
見
正

二

河
上
道
子

、
染
谷
１

枝
子

、
仲
田

成
作

、
木
本
榮
三

、
八
巻
豊
子

、
中
村
永
子

、
臼

井
榮
子

、
佐
藤

と
み
江

、

石
毛
秋
子

、
田
島
輝
子
、
本
田

和
子

、
田
村
守
弘

、
岩
田
映
子

主
任
児

童
委
貝

（
麸
澤

光
夫
、
田
中

京
子

）

田
中
四

郎
右
衛

門
、
遠
藤

光
雄
、
磯

光
子

、
稲

垣
智
惠
子

、
鈴
木

享
子

、

谷
津

昭
三
、
繁

田
輝
和

、
丸

山
清
美

、
田
中
信
子

、
小
倉

昭
治

、
石

引
八

重
子

、
伊
東
正

恵
、
塚

本
千
賀
子

、
小

泉
洋
、
古

賀
と
し
子

、
野
渡
朝
雄

、

秋
田

藤
雄
、
春

原
絹
江

、
山

本
と
よ
子

、
飯
島

き
み
、
清

水
保
久

、
中
西

多

恵
子

、
影
山

勲
、
細

村
富
子
、
濱

野
好

春

、
秋
本
勝

造
、
笈
川

芳
太
郎

主
任
児
童

委
員

（
藤
田
百

合
子
、

鹿
島
治
子

）

秋
元

玲
子

、
安

Ⅲ
直
子

、

衣
笠
喜

代
子

、
中

島

安
子

、
福
原

和
枝

、
関

昌

枝
、
小

島
可

代
子

、
植

田
啓
子

、
原

田
美

代
子

、
加

藤
和

子

、
人
塚

雪
子

、

常
盤
緋

佐
子

、
齊

藤
洋
子

、

藤
井
正

子

、
鳥

海
壽
子

、
加

藤
弘

子

、
河

原

芳
夫

、
松

葉

淑
子

、
相
川

久
子

、
田
村

浪
子

、
宇

田
川

陽
子

、

竹
原
正

子

、
安

蒜
美

智
子

、
菊

地
円
子

、
森

田
加

代
子

、

橋
山
照

子

、

伊

藤
美

智
子

、
松
崎

一
恵

、
鈴
木

美

智
、
松

浦
和

雄

、
田
里

節
子

、
大

出

光
江

、
宅
見

．
郎

、
徳
丸

力

主

任
児

童
委
員

（
小

貫
安

津
子

、

金
指

由
紀

）

曜日 午　　　 前 午　　　 後

月 個人トレ ーニング （9:30 ～12:00 ） 個人トレ ーニング(13:00 ～16:30)

火 個人トレ ーニング （9:30 ～12 二00）
☆気功（13:30 ～15:00 ）

個人トレーニング（15:00 ～17:00 ）

水 個人トレ ーニング （9:30 ～12:00 ） 個人トレーニング（13:00 ～16:30 ）

木
☆肩こリ ・腰痛予 防体操

(10:00 ～11:30)

☆ヨガ（13 二30～15:00 ）

個人トレーニング（15:00 ～ 口:00 ）

金 個人トレ ーニング （9:30 ～12:00 ） 個人トレーニング（13:00 ～16:30 ）

土
☆ダイエットエク ササイズ

(10:00 ～11:30)

個人トレ ーニング（13:00 ～16:00 ）

（第2 ・4 ・5週は運動指導員による

指導はなし ）

日 個人トレ ーニング （9:00 ～ 旧:00）（運動指導員による指導はなし）

※☆印は集団指導です。 ｀

第１・第３水曜日は休館で す。

集団指導中は、個人トレ ーニングはできません。

昼休 み（正午～午後1時）は、個人トレーニン グはできません。

ダイエットエ クササイズ、気功、ヨ ガ、肩こり 一腰痛予防体操は、８月中

はお休みです。

石
塚
洋
子
、
齊
藤
文
太
郎
、
濱
部
良
彦
、
小
野
卓
二
、
滝
澤
チ
ヨ
子
、

里
山
ノ
リ
子
、
清
水
幸
枝
、
永
田
弘
子
、
阿
保
茂
昭
、
山
本
和
男
、
相

羽
輝
子
、
多
田
光
子
、
山
野
邉
は
る
い
、
青
木
智
惠
子
、
安
井
信
夫
、

樋
口
志
津
子
、
牧
野
貞
子

、
石
澤
房
子
、
向
井
浅
子
、
福
田
明
、
中
島

信
枝
、
大
久
保
幸
子
、
金
澤
昌
子
、
柴
田
弘
子
、
佐
藤
洋
子
、
遠
峯
厚

子

主
任
児
童
委
員
（
石
井
智
美
、
藤
澤
進
三
）

清
水
智
富
、
阿
美
薫
、
染
谷
典
子
、
吉
野
光
子
、
清
水
悦
子
、
勝
部
伊

都
子
、
上
村
悦
子
、
中
山
ま
さ
子
、
高
田
と
し
、
吉
田
幸
二
、
吉
田
敦

子
、
峯
躋
光
枝
、
宮
澤
義
雄
、
辻
本
は
つ
汪
、
柏
崎
幸
治
、
井
上
百
合

子
、
鈴
木
銀
蔵
、
坪
井
喬
、
若
林
桂
子
、
井
田
梢

主
任
児
童
委
員
（
下
久
保
俊

．
、
小
森
靖
子
）

池
田
清
、
金
子
郁
子
、
太
田
晋
之
助
、
石
井
肇
、
岡
田
安
夫
、
中
山
重

治
、
小
田
原
博
、
須
藤
晃
、
人
竹
規
抒
子
、
古
家
操
、
迎
榮
子
、
工
藤

和
子
、
平
野
昭
子
、
赤
埴
光
子
、
丸
山
睦
子

、
橋
本
由
利
、
浦
和
茂
、

小
竹
信
子
、
鈴
木
和
子

主
任
児
童
委
員
（
谷
山
弘
子
）

田
巻
洋
子
、
池
田
幸
子
、
追
川
京
子
、
藤
井
惰
子
、
宮
田
櫺
子
、
富
澤

凡

ミ

大
野
直
子

、
人
見
タ
ケ
子
、
野
崎
眞
澄
、
青
木
英
治
、
山
下
悠

喜
子
、
大
悟
法
喜
代
子
、
金
子
恵
一
、
小
嶌
さ
と
子
、
山
口
つ
ね
子
、

米
田
一
枝
、
堺
由
美
枝
、
熊
谷
俊
子
、
行
木
誠
子
、
林
勝
美
、
菅
原
泰

子
、
池
端
清
子
、
丸
山
ト
シ
子
、
鹿
野
知
子
、
岡
本
桂
子
、
皆
川
節
子
、

皆
川
榮
『

櫛
Ⅲ
松
男
、
上
原
明
子
、
神
田
小
白
合

主
任
児
童
委
員
（
祟
野
初
江
、
小
松
輝
子
）

遠
山
千
枝
Ｔ

、
西
洋
宗
之
、
中
川
一
雄
、
伊
佐
地
マ
ツ
、
山
崎
照
雄
、

堀
井
裕
子
、
山
田
陽
子
、
秋
山
冷
子
、
岡
田
シ
ゲ
子
、
占
原
久
喜
、
池

田
と
志
子
、
佐
々
木
四
郎
、
長
洋
力
、
下
藤
芳
太
郎
、
文
人
加
代
子
、

早
川
幸
子
、
嘉
村
耐
、
當
麻
初
恵
、
村
田
敏
美
、
小
野
幸
子
、
中
嶌
嘉
、

封
比
地
靜
一
、
佐
久
間
末
吉
、
中
野
八
重
、
安
西
和
子
、
田
邉
孝
子
、

根
岸
宣
子
、
金
子

き
よ
子

主
任
児
童
委
員
（
村
田

英
子
、
田
中
和
子
）

北
村
和
男
、
野
元
敏
子
、
小
河
原
芳
明
、
若
狭
宣
明
、
戸
丸
榮
子
、
前

田
千
枝
、
渡
邊
進
、
松
井
鋭
二

、
豊
田
孜
、
軽
部
正
子
、
高
山
芳
子
、

大
木
と
し
子
、
下
尾
正
郎
、
大
嶋
愛
子
、
坂
井
豊
、
磯
部
み
っ
子

主
任
児
童
委
員
（
高
橋
厚
子

）

中
莖
佑
幸
、
木
内
と
し
子
、
木
村
庸
子
、
小
島
清
造
、
利

部
孝
子
、
坂

巻
利
雄
、
坂
巻
勝
、
齊
藤
孝
子
、
沖
山
み
よ
子
、
山
田
恒
夫
、
佐
草
貞

男
、
高
橋
明
子
、
伊
東
正
義
、
信
長
俊
子
、
杉
浦
ふ
み
子
、
間
宮
正

ミ

飯
生
晴
美
、
吉
田
孝
子
、
増
子
定
男
、
細
谷
法
子
、
藤
原
和
子
、

主
任
児
童
委
員
（
梛
裕
Ｔ
、
浅
野
恵
子
）

高
橋
正
雄
、
山
口
登
美
子
、
船
山
勇
治
、
木
谷
蓉
予
、
占
本
葉
子
、
卜

野
清
子
、
土
屋
武
、
石
野
ナ
ミ
子
、
霞
岡
幸
枝
、
石
川
み
ど
り
、
齊
藤

き
よ
子
、
中
山
榮
造
、
小
暮
才
暁
、
高
橋
英
、
渡
邊
悦
子
、
渡
辺
昇
、

久
保
せ
つ
子
、
高
橋
渉
平
、
金
子
秀
春
、
飯
沼
治
、
岡
本
一
甫
、
廣
瀬

富
江
、
岡
田
す
み
江
、
斉
藤
由
美
子
、
日
暮
晴
子
、
竹
内
秋
江
、
笠
間

貴
久
江
、
木
村
芳
江
、
青
木
悦
子
、
内
海
博
子
、
赤
松
ト

ク
、
片
山
光

子

主
任
児
童
委
員
（
早
瀬
和
子
、
高
木
泰
子
）

大
村
庸
子
、
小
林
寛
二
、
鈴
木
牧
子
、
田
島
玲
子
、
宍
戸
シ
ズ
エ
、
北

嶋
與
八
郎
、
加
藤
滋
、
大
矢
智
子
、
宮
嶋
勇
、
早
川
茂
子
、
横
田
房
子
、

高
冨
啓
子
、
海
老
原
智
惠
子
、
加
藤
桂
子
、
小
林
サ
ト
、
山
崎
正
行
、

鈴
木
孝
雄
、
植
村
範
子
、
野
口
久
美
子

、
藤
原
澤
子
、
岡
雅
了
、
佐
藤

由
蔵
、
宮
崎
幸
子
、
吉
見
世
始
子

、
花
島
周
吉
、
遠
藤
由
紀
、
鉄
川
眞

美
、
久
保
由
紀
、
河
井
成
夫
、
市
川
正
子
、
伊
藤
順
子

主
任
児
童
委
員
（
草
皆
は
っ
代
、
田
中
富
美
子
）

横
田
美
津
江
、
玉
木
敬
、
貝
塚
郁
子
、
田
中
秀
雄
、
小
林
桂
子
、
村
山

弘
子
、
大
石
す
み
子
、
上
村
マ
サ
子
、
丹
野
成
美
、
田
中
潔
、
東
風
信

夫
、
大
川
テ
ツ
、
花
嶋
千
枝
子
、
木
村
晴
男
、
芳
賀
知
子
、
鈴
田
幸
子
、

玉
井
亮
子
、
中
山
房
江
、
大
橋
徳
治

主
任
児
童
委
員
（
嶋
野
幸
子
）

-

あ
な
た
の
健
康
状
態
と

体
力
を
調
べ
ま
す

健
康
増
進
指
導
コ
ー
ス

あなたの現在の健康状態や体力を調べるコース

です。その結果を見て，あなたに合った健康づく

りの方法を選びます。

対象…市内在住または在勤の２０歳以上の人

費用…初回時=3,090 円（３ヵ月以内の基本

健康診査結果持参の人は1,030 円）。２回目以

降=  1,030 円

実施日…毎週月・火・金曜日・第1・第３土曜

日

利用方法…予約制（電話または直接窓口　`

② 尿 ・ 血 液 検 査

尿からは糖・タンパク・潜

血を、血液からはコレステロ

ール・胆機能（ＧＯＴ・GT

円 などを細かくチェック。③ 血 圧 測 定 ・ 身 体 測 定

安静時の血圧や身長・体重

を測るほか、体の脂肪の割合

右測定します。

小金原地区 小金南部地区 小金北部地区 六実地区 五香地区 常盤平団地地区 常盤平地区 高木地区 新松戸第二地区 新松戸第一地区 馬橋地区 東部地区 矢切地区 明第四地区 明第三地区 明第二地区 明第一地区 松戸地区

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は

健
康
づ
く
り
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

トレーニングスケジュール

各 種 ト レ ー ニ ン グ

気　　 功 気のトレーニングで生命エネルギーを高める

ヨ　　 ガ ヨガ のポーズと呼吸法､ 瞑想（めいそう）で健康回復

肩 こ り 腰 痛 予 防

体 操

ストレ ソヽチ体操、矯正（さ ようせい）体操でよい 体

型をつくる

個人トレ ーニン グ 各自の体力にあつた基礎体力づくリ

ダ イ エ ッ ト

エ ク サ サ イ ズ

軽いエアロビクスダン スの中に 、チューブ を使った

筋力トレ ーニングを組み込んだエクササイズ

※初回のみ、どの種目も予約が必要です。

利用料金309 円（２時間）



ス
ポ
ー
ツ

ラ

ー
ジ

ボ

ー
ル

卓

球

・
ダ

ー
ツ

教

室２
月
２
囗
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
体
育
館

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

黙
体
育
指
導
委
員
・
宍
戸
容
沺
・
8

4
1
5
番

家

庭

婦
人

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

２
月
３
囗
㈲
、
３
月
２
日
㈲
、
午

前
８
時
丿
分
か
ら
　
会
場
運
動
公
園

体
育
館
　
対
象
車
内
在
住
の
女
性
チ

ー
ム
　
蓄
笛
ツ

チ
ー
ム
二
千
円

兩
２
月
１
日
出

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
で
1
7
2
7
0

松
戸
市
千
駄
堀
一
六

七
七
の
二
北
見
敦
子
（
容
匐
・
9
0

6
6
番
）
へ

※
２
月
1
5日
出
午
後
２
時
か
ら
、
運

動
公
園
武
道
館
会
議
室
で
代
表
者

会
議
を
行
い
ま
す
。

平

成

９

年
度

松

戸

市

野

球

協

会

参

加

申
し

込
み

２
月
1
6日
韭
午
前
９
時
～
午
後
３

時

会
場
運
動
公
園
武
道
館
会
議
室

対
象
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
＝
市

内
在
住
の

人
で
構

成
、
会
社

・
官
公

庁
チ

ー

ム
＝
市
内
同
一
事
業
所
勤
務
者
で
構

成
　
春
乕

年
三
万
円
（
申
込
時
に
納

入
）

羆
野
々
下

登
遐
・
8
2
6
9

番

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

（
ラ

ン

ク

別

抽

選

団

体

戦
）

２
月
７
囗
窗
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
車
内
在

住
・
在
勤
の
女
性
　
費
用
一
人
六
百

円匣
１
月

丿
囗
床
午
前
1
0時
か
ら
運
動

公
園
武
道
館
会
議
室
で
行
う
組
み
合

わ
せ
会
議
に
て

圃
家

庭
婦
人
卓
球
連
盟

・
古
川

登

遐
・
3
7
2
9

番

講
座
・
講
演

健

康

づ

く

り

実
践

講

座

「
更

年

期

が

楽

し
く

な

る
／

女

性

の

心

と

か

ら

だ
」

２
月
2
6日
困
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
1
5分

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

内
容
講
話
と
実
技
　
講
師
女
性
成
人

病

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
更

年
期
専
門
）
医

師
・
堀
口
雅
子
氏

定
員
先
着
八
十

人
（
男
性
歓
迎
）
　
春
乕

無
料

圉
１
月
2
7日
丱
午
前
９
時
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
昔
莇
・
5
5
8
8

番
へ

マ
イ

カ

ー
点

検

教

室

２
月
１
日
出
午
前
1
0時
～
午
後
３

時
（
９
時
3
0分
か
ら
受
け
付
け
）

会
場
松
戸
市
目
動
車
協
同
組
合

（
松

戸
市
串
崎
新
田
）
　
対
乖
目
動
車
運

転
免
許
の
あ
る
人

定
員
先
着
三
十

五
人
　

費
用
無
料
（
昼
食
・
テ
キ
ス

ト
付
き
）

※
子
ど
も
同
伴
の
受
講
は
不
可
。
軽

作
業
の
で
き

る
服
装
で

お
い
で

く
だ
さ
い
。

圉
１
月
2
7日
丱
・
2
8口
大
の
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時
の
問
に
、
電
話
ま
た

は
ｙ

ア
ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
松
戸
市
自
動
車
協
同
組
合
・

杉
本

昔
誣
・
4
6
6
1

番
、
廈
面

・

４

″ｈχ
ｂ
ｎ
乙
番
へ

新

春

マ

ラ

ソ

ン

大

会

２

月
９
日

㈲
〔
雨
天

時

は
Ｈ
日

冊
〕

午
前

８
時

～
８

時
5
0分

の

間
に
受

け

付
け

、
午

前
９
時

丿
分

ス

タ
ー
ト

会

場
新

恰

尸
西

小
学

校
　

種

坦

…
不

学

一
上

二
年
生

親
子
同

伴

競
争

（
一

黯

）
②

小

学

四

年

生

男
・
女

（
各

三

气

）
③

小

学

五

年

生

男

・
女
（
各

三

气
而

小

学
六
年

生
男
・
女
（
各
三

气

）

⑤

中
学

一

犬

二
年
生

男

・
女
（
各

五

气
）
　
眥

用
無
料

圉
当

口
会

場
で

鵞

青
少
年

相
談

員

・
鵜
殿

昔
匐

・
6

7
7
2

番

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

１
月
2
8
日

内
午

後
１
時
3
0
分

～
３

時

丿
分

会

場
市

民
劇
場

眥

廖

ア

キ
ス
ト

代
二
千

七
百
円
（
初

回
の
み

）

圃
矢
切
公

民

館

昔
窕

・
1
2
1
4

番

市

民

大

学

講

座

「
中

国
の

対

外

開
放

政

策

と

香

港
」

２
月
1
3日
～
2
7日
の
毎
週
木
曜
日

（
全
三
回
）
、
午
後
２
時
～
４
時

会

場
市
民
劇
場
　
対
象
市
内
在

任
・
在

勤
・
在
学
の
十
六
歳
以
上
の
人

講

師
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
・
小

林
煕
直
氏

定
員
先
着
四
十
人

費

用
無
料

圃
電
話
で
矢
切
公
民
館

登
莇
・
1
2

1
4
番

（
月
曜
休
館
）
へ

消

費

生
活

出

張

セ
ミ

ナ

ー
受
講

者
募

集

あ
な
た
の
家
の
近
く
の
市
民
セ
ン

タ
ー
で
「
衣

・
食
・
住
」
に
関
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
一
つ
で
も
、

二
つ
で
も
、
全
部
で
も
、
希
望
の
講

座
に
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

本
庁
・
矢
切
地
区
で
も
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
（
２
月
５
囗
号

の
広

報
ま
つ
ど
に
掲
載
予
定
）
。

日　時 会 場 テーマ 講 師 持ち物等

2/5

㈲
午
前

10
時
Ｓ
正
午

常盤平市

民センタ

ー

-‥一

稔台市民

センター

簡 単 ！ 収

納･整理術

｢衣服編』

食 品 添 加
物・農薬の
落とし方

松戸 友

の会

12

伽

松戸 市

消費 者

の会

エブロン ・筆記

用具

19

團

ﾖ 沛 民

センター

簡 単 ！ 収

納･ 整理術

｢台所編｣

松戸 友

の会
筆記用具

定
員
先
着
三
十
人
　
春
用

無
料

圉
２
月
３
囗
丱
ま
で
に
、
電
話
で
消

費
生
活
課
昔
莇
・
7
3
2
9

番
へ

児

童

文

学

講

演

会

「

子

ど

も

の

本

の

楽

し

さ

に

つ

い

て

」

２
月
1
5
日
出

午
前
1
0
時

～
正

午

会

場
女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど

謹
師

児
童

文
学

者

・
小

松
崎

進
氏

定

員
五
十

人

（
抽
選

）
　

費
用

無
料

圃

２

月

４

日

㈹

〔
必

着
〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・

氏

名

・
年

齢

・
電

話
番

号
を

記
入
し

て

、
干

票一

松

戸
市

松
戸
二

〇

六
〇
車

立
図

書
館

（

昔
莇
・
5
1
1
5

番
）へ

税

務
大

学

校

公

開

講
座

２
月
2
1囗
丱
～
2
7日
困

（
全
四

回
）
、
午
後
１
時
丿
分
～
４
時
4
0分

会
場
税
務
大
学
校
船
橋
校
舎
　
内
容

所
得
税
法
・
法
人
税
法
・
消
費
税
法

に
関
す
る
①

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
②

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
　
定
員
①

百
人
②
五
十
人
（
各
抽
選
）
　
春
用

無
料

圉
２
月
４
日
㈹
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業

・
電
話
番
号
・
希
望
の

コ
ー
ス
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
3
船
橋
市

行
田
二
の
六
の
一
税
務
大
学
校
船
橋

校
舎
公
開
講

座
担
当

（
昔
０
４
７

４

・
3
9・
6
3
5
1

番
）
へ

文

化

ホ

ー

ル

シ

リ

ー

ズ

講

座

「

人

と

動

物

」

２

月
８
日

出
午

後
２

時
～

４
時

会
場

文
化

ホ
ー
ル
　

内
容
〔
第
二

回
〕

犬

（
イ

ヌ

）
＝
群

れ

か
ら

単
独

動

物

へ

・
群

れ
社
会

か
ら

人
問
社

会

へ
の

対
応
　

講

師
㈱
東

京
動

物
園

協
会

・

井
内

岳
志

氏

定
員
先

着
三
十

人

春
乕

無
料

圉
電

話

で
文
化

ホ

ー
ル

昔
双

・
7
8

1
0

番
（
月

曜
休

館
）
へ

労

働

セ
ミ

ナ

ー

ー
月
3
0日
内
午
後
１
時

丿
分
～
３

時
3
0分

会
場
勤
労
会
館

内
容
職

場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
師
Ｍ
Ｉ
Ｓ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

ン
不
本
比
路
美

氏

定
員
先
着
五
十
人

費

拑
無
料

圃

電
話
で
商
工
観
光
課

労
政
係

登

3
6
6
・
7
3
2
7

番
へ

千

葉
県

屋

外

広

告

物
講

習

会

２
月
1
8日
㈹
・
1
9日
水
、
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
1
9日
は
午
前
９
時

3
0分
か
ら
）
　
会
場

県
教
育
会
館

対
象
県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
ん
で

い
る
人
ま
た
は
営
も
う
と
す
る
人

申
込
期
限
２
月
４
日
天

類
県
公
園
緑
地
課

容
㈲
・
匐
・
3
9

9
6
番

「

少

年

・

少

女

非

行

の

現

状

と

対

策

」

講

演

会

２

月
４
日

㈹
午

前
1
0
時
～
正

午

会
場
女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど

内
容

少
女
コ
ミ

ッ
ク
、
テ
レ
ク
ラ
な
ど

の
過

激

な
性
情

報
に

つ

い
て
　

講

師

松
戸

警
察
署

少
年

係
長
　

春
乕

無
料

圃
ま

つ
ど
女
性

会
議

・
毛
利

公
窕

・

8
8
6
4

番

女

性

の
講

座

「
歴

史

を
生

き
た

妻

た

ち
」

２
月
1
8日
～
３
月
1
8囗
の
毎
週
火

曜
日
（
全
五
回
）
、
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

あ
な
た
の
健
康

冬
の
風
邪

一
般
に
「
風
邪
を
ひ

い
た
」
と

い
う

の
は
、
ぞ
く
ぞ
く
と
寒
け
が

し
、
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま

り

・
の
ど
の
痛
み
な
ど

が
現

れ
、

熱
が
出
て
き
た
り
、
頭
も
痛
く
な

っ
た
り
、
咳
（
せ
き
）
も
ひ
ど
く

出
た
り
す
る
よ
う
な
状
態
を
い
い

ま
す
。

一
般
人

は
余

病
さ
え

も
風
邪

と

呼
ぶし

か
し
、
風
邪
と
い
う
言
葉
ほ

ど
、
日
常
生
活

の
中
で
多
く
使
わ

れ
て

い
る
病
名
は
あ
り
ま
せ

ん
。

「
ち
ょ
っ
と
風
邪
ぎ
み
で
」
な
ど
と

広

い
意
味
で
よ
く
使
用
さ
れ
て
い

て
、
「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と
い

わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、

い
ろ

い
ろ

な
病
気
の
初
期
症
状
や
比
較
的
軽

い
余
病
が
起
き
た
と
き
な
ど
も
含

ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
本
当
に
狭

い
意
味
で

の
「
風
邪
症
候
群
」
に

し
て
も
、
鼻

づ
ま
り

や
の
ど
の
痛

み
な
ど
が
目
立
つ
と
き
や
体
の
だ

る

さ
な

ど

の
全

身

症
状

が
強
く

現

れ

る
場

合

、
あ

る

い

は
下

痢

・
嘔

（
お
う
）
吐
を
示
す
の
な
ど
い
ろ

い
ろ
と

異

な

っ
た

症
状

が
み

ら

れ

ま
す

の
で

あ

い
ま

い
に

な

っ

て
し

書

つ
の
で

し
ょ
う

。

風

邪

の

原

因

風

邪

の

ほ
と

ん
ど

は

病
原

性
微

生

物

が
感

染
し

て
起

こ

る

の
で
す

が
、
そ

の

中
で

マ
イ

コ

プ

ラ
ズ

マ

や
ク

ラ
ミ

ジ
ア

な
ど

で
起

こ

る
も

の
は
少

な

く
、

大
部

分

が

ウ
イ
ル

ス

の
感

染

に
よ

る
も

の

で
す

。
そ

の

ウ
イ

ル

ス

は
二
百

種

類
ほ

ど

あ

り

、
細

菌

よ
り

も

は
る

か
に
小

さ

い
病
原

体

が
私

た
ち

の

鼻

・
。の

ど

や
気
管

の
粘
膜

に
侵

入

し
、

細

胞

の
中

に
入

り
込

み

、
増

殖
し

て

い

き
ま

す
。
風

邪

を
ひ

い
て

い
る
人

が
く
し

ゃ
み

や
咳

を
す

る
と

多
量

の

ウ
イ

ル

ス

が
遠
く

ま

で
飛

び
散

り

、

そ
れ

を
周

囲

の
人

た
ち

が
吸

い
込

ん
だ

り
し

て

感
染

し
て

し

ま

２
１
４

番

・
月
曜

休
館

）
へ

※
定
員

に
満
た

な

い
場
合

は
、２
月

７

日
次
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

。

若

い
女

性
の

た

め

の

講

座

２
月
2
2日
出
～
2
3日
㈲

匸

泊
二

日
〕
　
会
場
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ

ラ
ザ
内
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
柏

市
）
　
対
象
県
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
女
性

定
員
先
着
三
十
人

内

容
慟
く
た
め
に
必
要

な
法
律
知
識
、

恋
愛
・
結
婚
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
の

若
い
女
性

が
身
近
に
直
面
す
る
問
題

の
学
習
　
春
乕

無
料
（
宿
泊
費
の
実

費
負
担
あ
り
）

圃
２
月
８
日
出
ま
で
に
、
県
東
葛
支

庁
に
あ
る
申
込
書
で
直
接
、
ま
た
は

電
話
で
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
昔
０

４
７
１
・
4
0・
8
6
0
2

番
へ

う
こ
と
が
、
風
邪
、
特
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
大
き
な
原
因

で
す
。

予

防
対

策

風
邪
の
引
き
金
な
ど
を
つ
く
ら

な

い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

①
日

ご
ろ
か
ら

バ
ラ
ン
ス
の
良

い
栄
養
食
を
取

る
②
睡
眠
を
十
分

に
取
り
、
夜
更

か
し
を
し
な
い
③

人
込
み
の
中
は
で
き
る
だ
け
避
け

る
①
外

か
ら
帰

っ
た
ら

、
う

が

い
・
手
洗

い
を
励
行
す
る
⑤
寒
過

ぎ
、
過
剰
暖
房

、
乾
燥
し
過

ぎ
、

疲
れ
過

ぎ
の
な
い
よ
う
に
心
掛
け

る
。

風
邪

と
思
っ
た

ら
ま
ず

安
静

治
療
と
し
て

は
安
静
、
保
温
、

水
分

の
補
給
な
ど

が
大
切
で
、
医

師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と

が
望
ま

し
い
と

い
え

ま
す
。
風
邪
と
紛
ら

わ
し

い
も
の
、
様
子
を
見
た
方
が

良
い
も
の
な
ど
が
あ
り

、
い
ろ
い

ろ
な
風
邪
の
症
状
を
抑
え

る
薬
や

余
病
を
治
す
薬
な
ど
の
使

い
分
け

に
も
種
々
の
注
意

が
必
要
な
の
で

す
。
　
　
　

（
松
尸
市
医

慳

石

情報
チャンネル

ど
　

内

容

大

伴

坂

上

郎
女

・
源

倫

子

・
北
条

政
子

・
妙
玖

・
江
崎

初

講

師
聖
徳

大
学
短

期
大

学
部

講
師

・

眞
野
須
美
子
氏
　
対
象
車
内
在
住
・

在

勤

・
在

学

の

人
　

定

員

三

十

人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

※
保
育

あ
り

（
二
歳
以

上

。
十
人
）

圃

２

月

５
日

水

〔
必
着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

（
ふ

り

が
な
）
　・
年
齢

・
電

話
番
号

・
保

育

希

望

の
有

無

（
名

開
・
年

齢
）
を

記

入

し
て

、

〒
2
7
1
松
戸
市

上
矢

切
二

九

九

の

一
総
合

侶
祉
会

館
内
矢

切
公

民

館

「
女

性

の
講
座
」

係

（

容
窕
・
１



お
知
ら
せ

新
規
購
入
１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を

貸
し
出
し
ま
す

社会教育関係

泣いて笑って涙し てポコアポコ

（53分）

スタート（45分）

みいちやんのてのひら（24分）

芽吹き（∠川分）

アニ メーション

鬼がら（2ﾜ 分）

魔女の宅急 便（102 分）

あざらし チック（10 分）

※
貸
し
出
し
に
は
「
1
6ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
講
習
会
の
修
了
証
」
が

必
要
で
す
。

羆
社
会
教
育
課
市
民
文
化

係
登
鰯
・

7
4
6
2
番

小

・

中

学

校

入

学

通

知

書

を

各

家

庭

に

郵

送

し

ま

す

今

春
４
月

、
車

立
小

学
校

へ
約
四

千
二
百

人

、
市

立
中

学
校

へ
は
約
四

千
四
百

人

が
入
学

す

る
予

定
で
す

。

入

学
通

知
書

は
１
月

下
旬

に
各

家

庭
に

郵
送

す

る
予

定
で
す

。
該
当

す

る
お

子

さ
ん

が

い
て

、
通
知

書

が
届

か

な

い
場

合

は
、
ご
連

絡
く
だ

さ

い
。

圜
学

務
課

学
務

係
昔

鰯
・
7
4
5
7

番

松

戸
駅

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー
の
利

用

受

け

付

け

と

説
明

会

１
月
丿
日
米
午
後
６
時
3
0分
か
ら

〔
４
月
４
日
窗
～
６
月
ｓ

日
米
の
利

用
分
〕
　
会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ

ル
六

階
会
議
室
　

持
ち

物
筆
記
用

具
・
印
鑑

※
空
き
が
あ
れ
ば
、
3
1囗
窗
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

圜
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
昔
鰯
・

7
4
6
2
番

卓

越
し

た
技

能

者
と

し

て

表

彰

さ

れ

ま
し

た

労
働
大
臣
表
髮

営
頁
者
ど
び
工

・

吉

野

誠
一

氏

（
ニ

ッ
木

）
、

板
金

工

・
沖
田
新
悦
氏

（
栗

山
）
、
認
定

職
業
訓
練
部
門
・
仲
田
成
作
氏

（
稔

台
）
　
県
知
事
表
彰
受
賞
者
友
禅
染

工

・
中
澤
英
高
氏
（
小
山
）

圃
商
工
観
光
課
労
政
係

昔
鰯
・
7
3

2
7
番

牛

乳

紙

容

器

は

り

絵

コ

ン

テ

ス

ト

テ
ー
マ
自

由

規
格
牛

乳
紙

バ
ッ

タ

ー
キ
ャ

ッ
プ
を
使

用
し
（
千

代
紙

、

コ

ー
ヒ
ー
牛

乳

こ
ソ
ユ

ー

ズ
類

の
パ

ッ

ク
等

は
不

可

）
、
縦

四

十
五

惣

×

横

六
十

五

惣
前
後

の
作
品

。
台

紙
は

ベ
ニ

ヤ
板

・
厚

紙

・
発
泡

ス
チ

ロ

ー

ル
等

を
使
用
　

部

門
幼
稚

園
、
小

学

校
低

学

年

（
一
上

二
年

）
、
小

学

校

高
学

年

（
四
～

六

年

）
、

中

学
生

・

高
校

生
、

一
般

の
五

部
門

※
台

紙
の
地
肌

は
見
え

な

い
こ
と

。

絵

の
具
等

の
着

色
は
無

効

。
応

募

者

全
員

に
参
加

賞
あ
り

。

圉

２
月
1
5
日

出

〔
必

着

〕

ま

で
に

、

作
品

裏
面

に
作
品

名

・
住

所

・
氏

名

（
ま

た

は

グ
ル

ー
プ
名

）
　・
年

齢

・

電
話
番

号

を
記
入

し
て

、

〒
沺
千

葉

市

甲
夾
区
千

葉
港

四

の
三

千
葉

県
酪

農
農

業
協
同

組
合

連
合
会

牛
乳

紙
容

器

は
り
絵

コ
ン

テ
ス
ト

係

（

登
砌
・

圓
・
1
3
1
2

番

）

へ

利

子

補
給

の

受

け
付

け

を

開

始

市
で
は
毎
年
一
回
、
中
小
企
業
向

け
融
資
制
度
の
利
用
者
が
金
融
機
関

へ
支
払
っ
た
利
子

の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

受
付
期
間
１
月
2
7日
丱
～
3
1日
原

会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
２

ビ
ル
五

階
会
議
室

※
該
当
者
に
は
通
知
書
を
発
送
し
ま

し
た
が
、
2
7日
丱
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鵞
商
工
観
光
課
融
資
係
昔
鰯
・
7
3

2
7
番

求

む

！

あ

な

た

の

ク

チ

コ

ミ

情

報

・

あ

な

た

の

情

報

が

一

冊

の

本

に

な

り

ま

す

テ
ー
マ

私

の
と

っ
て

お
き

の
松
戸

（
松

戸
に

関
す

る
す

べ
て

が
対

象

）

応

蔓

貫
格
不

問

圉
２
月
2
8
日

吻
ま

で
に

、
電

話
ま
た

は

フ
ァ
ク

ス
で
応

募
要

領
を

請
求

の

う

兀
、
郵

送
で

〒

蹈
松

戸
市
松

戸
二

〇
六

〇
賄
松

戸
青

年
会

議
所

事
務
局

（

容

莇
・
0
2
3
4

番

、

囲

翦

・
8

3
3
3

番

）

へ

※
原

稿

の
採
否

は
賄
松

戸
青

年
会
議

所

で
決
定

し
、

応
募
原
稿

は
お
返

し

し
ま

せ
ん

。
著
作

権
は
㈹
松
戸

青
年
会

議
所
に

、
版
権

は
出
版
社

に
帰
属
し

ま
す

。

※
出

版
に
当

た
り

、
お
手

伝

い

い
た

だ
け

る
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
（
無

償
）
を

保
健
・
衛
生

胃

が

ん

検

診

の

追

加

実

施

２

日
‥
］３

口
‥
丱

・
４

口
口
㈹

、

珥
搖
に
＝

午

前

９

時
1
0
分

～

Ｊ

分

、

女

性

＝

９

時

Ｊ

分

～
1
0
時

丿

分

の

間

に

受

け

付

け

会

場

中

ｍ（
保

健

セ

ン

タ

ー
　

対

象

車

内
在

住

の

四

十

歳

以

上

の

人

費

用

五

百

円

（
生

活

保

護

世

帯

・
老

人

医

療

受

給

者

・
市

民

税

非

課

税

世

帯

は

費

用

を

免

除

）

※

事

前

の

申

し

込

み

は

不

要

で

す

。

平

成

８

年

度

に

申

し

込

み

を

し

た

が

、

ま

だ

受

診

し

て

な

い
人

は

問

診

票

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い

。

募
集
し
ま
す
。

羆
建
設
局
企
画
調
整
室

公
正

取
引

委
員
会
消
費
者
モ
ニ

タ

ー
募

集

応
募
資
格
二
十
歳
以
上
の
一
般
消

費
者
　
募
集
人
数
千
葉
県
で
四
十
人

（
全
国
で
約
千
人
）
　

内
容
年
二
回

の
研
修
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

任
期
９
年
４
月
～
1
0年
３
月
末

二

年
問
）
　
謝
礼
一
万
二
千
円

工

限
）

圉
２
月
７
日
次
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
市
消
費
生
活

セ
ン

タ
ー
（
公

涯
・
7
3
2
9

番
）
に
あ
る
申
込
書

を
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
取
引
部

消
費
者
取
引
課

（

登
印
・
３
５
８

１
・
１
７
’にＤ
４
番
）
　
　
へ

千

葉

県

消

費
生

活

改

善

推

進

員

募

集応
募
資
格
二
十
歳
以
上
の
県
内
在

住
者
　
募
集
人
数
百
人
　
内
容
消
費

生
活
に
関
す

る
調
査

・
情
報

の
収

集
、
研
修
会
（
平
日
）
等
へ
の
参
加

な
ど
　
任
期
９
年
４
月
～
Ｈ
年
３
月

末
（
二
年
間
）
　
謝
礼
年
間
七
千
五

百
円

工

限
）

圃
１
月
3
1日
蚩

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
ｅ
ｎ

　
･
7

3
2
9
番
）
に
あ
る
申
込
書
を
千
葉

県
企
画
部
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政

班
（
昔
圈
・
匐
・
2
2
9
6

番
）
へ

※
受

診
日

の
前

日

の
午

後
８

時
以

後

は
、

一
切

の
飲
食
を
し

な

い
で
く

だ

さ
い

（
水

・
タ

バ
コ

も
不
可

）
。

羆

健

康
課
検

診
係

登
萌
7
4
8
7

番

東
松

戸

病

院
で

骨

ド
ッ

ク

を

始

め

ま

す

骨
粗
鬆
（
し
ょ
う
）
症
の
早
期
発

見
と
骨
の
健
康
維
持
・
増
進
を
目
的

に
、
２
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
日
帰

り
の
骨
ド
ッ
ク
を
開
始
し
ま
す
。

定
員
一
日
三
人
　
眥

拑
二
万
五
千

円
（
消
費
税
別
）

圉
電
話
で
車

立
東
松
戸
病
院
総
務
課

医
事
係

登
鹿
・
5
5
0
0

番
へ

催
し

物

の

ぞ

み
学

園

作

品

展
示

即

売

会

１
月
2
9日
水
～
3
1日
吻
、
午
前
９

時
洳
分
～
午
後
４
時

会
場
総
合

悁

祉
会
館

内
容
陶
芸
・
縫
製

・
木
彫

圃
の
ぞ
み
学
園

登
3
6
8
・
1
6
5
5

番

な

ん

で

も

相

談

日

２

月
２

日

㈲
午

前

稍一
時

丿
分

～
午

後

３
時

会
場
伊

勢
丹
松

戸

店
十

一

階

イ
レ

ブ
ン

ス

ポ
ッ
ト
　

相
談
内
容

法

律

・
相

続

・
税

金

・
不

動

産

売

買

・
登
記

・
教
育

・
建

築
設

計

・

デ

ザ
イ

ン
　（
イ

ン

テ

リ

ア
、

カ

タ

ロ

グ
）
　・
社

会
保

険

ふ
万
働
保

険
な

ど

相

談
担
当

者
弁
護

士

・
税
理
士

・
司

法

書
士

・
宅
地

建
物
取

引
主

任
者

・

一
級
建

築
士

・
土
地
家

屋
調

査
士

・

社

会
保
険

労
務
士

・
塾

教

師
ほ
か

呰
乕

無
料

圜

松
戸
商

工
会

議
所

音
韻
・
3
1
1

1
番

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

障

害

児

と

と

も

に

楽

し

む

コ

ン

サ

ー

ト

２
月

８
日

出
午

後
２

時
開

演

〒

時
3
0分

開

場
）
　

会
場

常
盤
平

市
民

セ

ン

タ

ー
　

出

演

テ
ノ

ー
ル
＝
高
橋

寛

、
ソ

プ
ラ
ノ
＝
高
橋

真

理
子

、

ピ

ア

ノ
＝
山
田

い

づ
み
ほ

か

、
み

ゅ
～

じ
館
　

春
用

五

百
円
（
障

害
者
無

料
）

圃

障
害
者

問
題
研

究
会

松
戸

サ

ー
ク

ル

・
近
藤

昔
χ

・
1
6
6
7

番

富

士

百

景

写

真

展

２

月
５
日

水
～

９

囗
㈲
、

午
前

拍一

時
～

午
後
６

時

会
場

文
化

ホ
ー
ル

春
乕

無

料

圜
写

団
富

士
愛
好

会

・
原

登
窕
・
5

5
7
9

番

語

り

と

音
楽

の

会

・

丸

山

由
利

亜

演

劇
行

脚

３
月
2
9日
出
午
後
①
２
時

丿
分

②

６
時
丿
分
か
ら
　
会
場
市
民
劇
場

内
容
妻
た
ち
の
詩
ほ
か
　
費
用
三
千

五
百
円
（
前
売
り
三
千
円
）

羆
語
り
と
音
楽
の
会
・
丸
山
昔
沺
・

4
7
8
5
番

期　日 会　場 時　間 プログラム

1/30(:村 穴実市民センター

午後3 時～

4時

アニメーション・

人形劇｢ シンデレ

ラ｣

2/ 6(*) 明市民センター

7窗 五香市民センター

12團 図書館本館
午後夕 汐 分

べ 持
絵本ほか

13困 馬 橋東 市民 センター

＿＿__.____

松飛台市民 センター

午後3 時～

4時

アニメーション・

人形劇｢ シンデレ

ラ｣14 銜

19 ㈲ ﾉ｣廱 分館
午後3 時～

3時40 分
絵本ほか

20困 稔台市民センター

，　　　㎜㎜㎜

ﾉ｣淦北市民センター

午後3 時～

4時

アニメーション・

人形劇「シンデレ

ラ」21窗

対象3～9 歳　費用無料　でんわおはなしキャラバン公
3ﾜﾜｰ0000 番
※図書館利用カードをお持ちください。

[固市立図書館0365 ―引15 番

○

譲

り

ま

す

〔
家

具

〕

木
製
二
段

ベ
ッ
ド
千
円

◆
木

製
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
無
料
◆

ビ
ニ
ー
ル
ロ
ッ
カ
ー
無
料

・
千
円

◆

合
皮
座
い
す
無
料
◆
木
製
座

い

す
二
点
千
円
◆
木

製
折
り
た
た
み

い
す
二
点
二
千
五
百
円
◆

テ
ー
ブ

ル
怦
円
◆

座
卓
二
千
円

・
七
千
円

◆

籐
製
ド
レ
ッ
サ
上

二
千
円
◆
木

製
げ
た
箱
五
千
円
◆
和
た

ん
す
無

料
◆
本
棚
無
料

〔
電
気

用

品

〕

ス
テ
レ
オ
無
料
◆

二
槽
式
洗
濯
機
無
料
二
点

・
五
千

円

・
一
万
円
◆
和
室
六
畳
用
照
明

器
具
無
料
◆

電
気
ス
ト

ー
ブ
五
百

円
◆

ズ
ボ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
千
円
◆

こ
た
つ
五
百
円
◆
こ

た
つ
セ

ッ
ト

（
台
・
マ
ッ
ト
付
き
）
千
円
◆
冷
凍

庫
一
万
円
◆

電
子
レ

ン
ジ
無
料
◆

電
気
炊
飯
器
二
千
五
百
円
◆
加
湿

器
無
料
◆

ド
ラ
イ
ヤ
ー
五
百
円
◆

パ
ソ
コ
ン
　（
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
タ
ー

付

き
）
　一
万
円
◆
コ

ー
ヒ
ー
メ
ー

カ
ー
千
円

〔
子

供

用

品

〕

Ａ
型

ベ
ビ
ー
カ
ー

無
料
二
点
・
千
円

∴
二
千
円
◆
双

子
用
Ａ
型
ベ
ビ
ー
力
士
二
千
円
◆

Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
二
千
円
◆
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
五
千
円
・
七
千
円
◆
シ

ョ
ル
ダ
ー
カ
ー
五
千
円
◆
ベ
ビ
ー

バ
ス
ケ
ッ
ト
五
千
円
◆
ワ
ン
タ
ッ

チ
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
二
千
円
◆
ベ

ビ
ー
フ
ッ
ク
三
千
円
二
点
◆
チ
ャ

イ
ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト
千
円
・
千
五

百
円

∴
二
千
円
◆
（

イ
ロ
ー
チ
ェ

ア
ー
無
料
◆
ベ
ビ
ー
ふ
と
ん
七
千

円
◆
か
た
か
た
手
押
し
千
五
百
円

◆
木
馬
二
千
五
百
円
◆
お
ん
ぶ
だ

っ
こ
ひ
も
五
百
円
・
二
千
円
◆
ベ

ビ
ー
毛
布
千
五
百
円
◆
ベ
ッ
ド
サ

ー
ク
ル
無
料
◆
ベ
ビ
ー
バ
ス
無
料

◆
ラ
ン
ド
セ
ル
（
黒
牛
皮
）
七
千

円
◆
マ
マ
コ
ー
ト
三
千
円
二
点
・

四
千
円
◆
学
習
机
三
千
円

二

万

円
◆
三
輪
車
三
千
円
◆
マ
ン
ガ
本

（
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ｚ
全
四
十
二

巻
）
四
千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
ピ
ア

ノ
無
料
◆
エ
レ
ク
ト
ー
ン
無
料
◆

ウ
ェ
ス
タ
ン
ギ
タ
ー
無
料
◆
フ
ォ

ー
ク
ギ
タ
ー
無
料
二
点
◆
ウ
ォ
ー

カ
ー
千
円
◆
屈
折
式
運
動
器
具
九

千
五
百
円
◆
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
マ
シ

円

◆

ガ
ス

レ
ン

ジ

（
Ｌ

Ｐ

ガ
ス
用

）

三

千

円

・
　（
都

市

ガ
ス

用

）

六

千

円

◆

ス
チ

ー
ム

オ

ー

ブ
ン

二

千

円

◆

軽

量

車

い
す

無

料

◆

百

科

辞

典

無

料

圉

１

月

丿
日
米

〔
当

日

消
印

有

効

〕

ま

で

に

、
（

ガ

キ

に

希

望

品

名

（
品

物

一

点

に

つ
き

一
人

一
枚

）
　・

価

格

・
住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

（
昼
間

お

勤

め

の
人

は
勤

め

先

の
電

話

番

号

）

を

記

入

し

て

、

〒

票一
松

戸

市

小

根

本

七

の
八

京

葉

ガ

ス
Ｆ

松

戸

第
ニ

ヒ

ル

松

戸

市

消

費

生

活

セ
ン

タ

ー
へ

※

相
手

の

紹

介

は

月

初

め
に

抽

選

し

、
当

選

者

に

電
話

連

絡
し

ま

す

。

紹
介

後

は
自

主

交

渉

に

な

り
ま
す

。

ン
無
料
◆
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
自

転
車
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円

〔
日
用

品
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木
製
舟
模
型
八
千
円
◆

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
（
茹
／
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／
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／
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言
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／
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涯
／
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・

（
1
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1
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1
5
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駅
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莇
叙
君

五

千
円
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跖
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6
0
R
H
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千
五
百

円
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（
涯
／
6
5
R
芭

八
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円
◆

タ
イ
ヤ
四

本
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茹
／
6
5
R
1
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　一

万

円

◆

ス

タ
ッ

ド

レ

ス

タ
イ

ヤ

（
1
7
5
／
7
0
R
1
3）
四
本
一
万
円
◆

縁

台
千
円
二
点
◆

オ
イ
ル
ヒ

ー
タ
ー

四
千
円

・
五
千
円
◆

石
油

ス
ト
ー

ブ
無
料
◆

山
鳥
は
く
製
三
千
円
◆

世
界
三
十

力
国

コ
イ
ン
五
千
円
◆

家
庭
用

マ
ー
ジ
ャ
ン
台
無
料
◆

ミ

シ
ン
無
料
◆
小

型
ミ
シ
ン

一
万
円

◆

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
ハ

千
円
◆
双

眼
鏡

（
Ｊ

Ｘ
印
）
九
千
円
◆

熱
帯

魚
飼
育

セ
ッ
ト
三
千
円
◆
ひ

な
人

形

（
ガ
ラ
ス
ケ

ー・
ス
入
り
）

無
料

◆
Ｌ

Ｐ

レ
コ

ー

ド

（
演

歌
十

枚
）

四
千
円
◆
Ｌ
Ｐ

レ
コ

ー
ド
（
ク
ラ

シ

ッ
ク
十
枚
）
四
千
円
◆
木

製
置

き
床
二
千

八
百
円

◆
ス
ト

ー
ブ
ガ

ー
ド
五
百
円

二
点
◆
ス
キ

ー
キ
ャ

リ

ア
無
料

・
五
千
五
百
円
◆

ヘ
ル

ス

メ
ー
タ
上

二
千
円
◆

マ
ッ
ト
レ

ス
付

き
ふ
と
ん

（
掛

・
敷
）
五
千

品

物

を

譲

り

た

い
人

は

、
１

月

丿
日

團

ま

で

に

、

電

話

で
申

し

込

ん
で

く
だ

さ

い
（
一
人
三

点

ま
で
）
。

２

月
2
5
日

号

に

掲

載

し

ま

す

。
価

格

は

一
万

円

ま

で

で

、
衣

料

品

・

食

料

品

・
自

転

車

な

ど

は
扱

い

ま

せ

ん
。

圃
消

費
生
活

セ
ン

タ

ー

容
鰯

・
7
3

2
9

番

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

次
回
掲
載
分
に
つ
い
て



r 期’E广 薀 髓114異３ 圖難氈擲濔劣)せ九服 狃漫蓖

1/25R
国立音大同調会千葉県支部

第20回同調会コンサート ☆
16:30 国立音大同調会　　　a  341-ﾜ6ﾜ1 番

6U ト イレ の改 修工 事のため 、ホ ール のみ休館し ます。

ｒ 期' 日 ‾ 心 蚣 愈 雄 Ｕ 温血趾 皿 翅皿 　

M/2 哘）いじ め不登校を考えるシンポジウム 14:00 山崎温之　　　　　　　　　a  349 －15∠μ番

12/ 1 汢）カラオヶ教室発表会 1ﾜ:30 村田隆夫　　　　　　　　　 ≪369 -501ﾜ 番

SE　2( 日)健康セミナー☆ 13:∠10野島明子　　　　　　　　　a  391 －290ﾜ 番

k　4 ㈹レクチャーコン サート 13:30 市立図書館　　　　　　　　S365 -5115 番

1　6 困 講演会 13:30 市立図書館　　　　　　　　a  365 -5115 番

1　7 ㈲成人病予防月間事業基調講演 13:00 市健康課　　　　　　　　　 登366 －ﾜ486 番

k- 11吩河川シンポジウム 14:00 (市)川をきれいにする課　　a  366 -1111 番

lt=　16( 日) ピアノ発表会 12:00 宇田川典子　　　　　　　　a  343 -7073 番

I  20R 福祉講演会 13:00 市援護課　　　　　　　　　S366 －1111 番

Fこ　22( 二tS夕屆人による日本語ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄ 13:00 市政策企画室　　　　　　　a  366 －1111 番

1鬯
ピ ア ノ 発 表 会

一一－　--　　 ‥-－　 一一一一
カ ラ オ ケ コ ン テ ス ト

14:00 鈴木純子　　　　　　　　　a  360 -1452 番

18:00 冨永＜に子　　　　　　　　a  341 -3623 番

※月曜日は休館。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-･･･

胛‘ 期' 日' ‾ 催 じ 洫厂( ☆印の催し 物は有料鏐゛ 開演時間 ｀躙碣゛゙ '問 ぼ 合'沂 せ 先71 蹲『

大

ホ

｜

ル

1/26 図 松戸シティフィル第2回森のコンサート☆ 14:00 菊地　　　　　　S344 一回 ∠川番

2/ 1 は）由紀さおリ・安田祥子童謡コンサート☆ 18二00労音東葛センターS365-9911 番

9(日)森のホール音楽祭 ☆ 14:00 松戸市文化振興財団Q384-5050 番

11贊･前進座公演「‾さぶ」山本周五郎原作 ☆ 15:00 松戸市文化振興財団O384-5050 番

15R 顛 洋一TANGO'97｢ｶﾙﾄﾄｽ･ﾀﾝ ｺﾞ･ﾙﾈｯｻﾝｽ｣ ☆ 18:00 労音東葛センターS365 ―9911 番

小

ホ

｜

ル

1/26 日 松戸市民カラオケ歌謡協会第６回発表会 14:30 青木悦子　　　　S384-4 刀9 番

2/ 1胝カワイ音楽教室発表会 11:30 ｶﾜｲ 音楽教室柏事務所衂4ﾜ1-6ワー2ﾜ4膰

1
2(日)

カワイ音楽教室発表会 10:00 ｶﾜｲ 音楽教室柏事務所衂4ﾜ1－6ワー2ﾜ49番

わたしたちのコンサート（ピアノ発表会） 19二00鈴木晴美　　　　S342-5636 番

8(士)野村狂言の会☆

松戸学院音楽発表会

18:00 松戸市文化振興財団O384-5050 番

11 ㈲ 13:00 加藤ひとみ　　　0362-3116 番

14 銜 婦人の集い 10二30荻田茂子　　　　 ≪368 ―5261 番

16(日)ピアノ発表会 10二15島村楽器本八幡センターB321 ―2211番

ぁ 降t）松戸市和洋楽連盟ジョイントコンサート 14:00 五味宏恵　　　　 ≪343-9355 番

Ｗ ｒ ｒ゙ Ｗ 1驅圃i扈r 内〕C 濶膕麝難瞿 1 靨声殫ｒ 町蕕ゎせ先。4J 醪畄
1/26 日 まで 松戸市小中学校児童生徒書初展 市教育委員会指導課a366 ―ﾜ458 番

f･　29 團 ～2/2( 日)松戸市小中学校造形展 市教育委員会指導課 ≪366-ﾜ458 番

r 2/5 團～　　9(日)富士百景写真展 写団富士愛好会　　 ≫362-ﾜﾜ8ﾜ 番

ｋ　１８(火)～3/2(0) 松戸市書道展 市教育委員会社会教育課S366 ―ﾜ462番

開館時間…午前10 時～午後6時（月曜日は休館）

期 間 2/6㈲まで 7窗 ～20 ㈲ 21 窗 ～3/6團

卜
松戸フォトグルッペ

「四季の彩り」作品展

圄野口≪366 ―ﾜ462 番

彩版画グループ

木版画展

圄安蒜≪365 ―9821 番

ザ・きリ絵松戸

作品展

圓岡田≪344-ﾜ608 番

ij

西

ファミリーフォトグルッペ

写真展

圓吉葉≪363 ―1898 番

油絵サークル貝の花

作品展

固江川公38ワー1686 番

グループ 敬

油絵展

圖赤城S346-ﾜ846 番

救急医療体制
健康保険証を忘れずに

見に行こう 聴いてみよ

う 文化施設だより

F 期間 ゛催Ｃ物 ’7’　　　　　　　　　　　　　　　　　内Tで:皿i 容

2/11R まで
徳 川昭武を　j11

1　　 めぐる人々

戸定歴史館の開館以来 、松戸徳川家をはじめとする多 ＜の方々 から寄贈・

寄託を受けた品々を中心に展示し 、昭武ゆかりの人々を紹介し ます。

'2/22 (±)～4/166k

戸 定のく らし ｉ
ｋ　 汐 町

松戸徳川家伝来の絵画・調度品を展示し ます。かつ での戸定邸の生活空間

を彩っていた品々をご鑑賞く ださい。

展示品…立原杏所筆「山水幽居図」、藤原広長筆「物語図屏風」など

入館時間…午前9 時30 分～午後4時30 分（月曜日は休館）　入館料…大人60 円、高大学生40円 、

小中学生20 円（第2 ぺ 土曜日は、小中学生の観覧は無料です）

※戸定邸「使者の間・従者の間」の復原工事を実施し ます。周辺および来園の皆様にご迷惑を

おかけする場合もありますが、ご理解とご 協力をお願いいたし ます。

へ 期　　　　 間 。。　　　　‥　　　内　　　･･　　　　　　容　　　　　　　　１

展

－示

1/28 ㈲～2/8は）　　　 ・「ハープを使ってかんたんイタリア料理展」関口博明氏

2/18 ㈹～3/2(1日）　　　 ！「絵手紙展」八柱絵手紙の会

ji

§

Z∠jL鼠よ包 蔵辺 辟こjLJ瓲 習 允 バードウ ォッチング　講師…自然解説員・首藤美恵子氏

匣］当日パークセンターで（先着25 人）　費用…無料　　※雨天中止

相

談

ふ　　SI　　　　　　　　- り毎 週 水 ・ 土 ・ 日 曜 日 ｀ ゛ １゙

蔗 前10 時･ 正 缶 亠E 籏1 叱 凶lj

みどりの相談員による 花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

入館時間…午前9時～午後4時（月曜日は休館）

芦粐yげ期 言 間3 ゛ 奏'９９゛゙゛゙ ９ ゛゙ ９μ 轣驃餮 内1 鰮芦て 容 　

/1(士)～2朗　 畷F

後1時15 分･3 時15

・ から59 分間吐･ 日|匹

休日は午前11

跨からも上映)　

ｊ

ハイビジョン映像「シルクロードの謎･大宛国発掘/甦る古代中央アジア」

会場講堂　費用観覧無料

※3/1 e土）からは「平山郁夫／シルクロードから薬師寺壁画へ」（15 分間）を

上映します。

S･　　　　　j

F2 日 まで　 ｛
ｑ 松戸市所蔵美術品展（主催= 市教育委員会社会教育課）

会場企画展示室　費用無料　　　　　　　 ※詳細は表紙をご 覧＜ださい。

ﾄﾞ?)j器』
学芸員連続講演会

2/2｢ 送り大師一東葛の八十八ヶ所巡礼｣(博物筐 青木俊也)、2/9｢‾徳川昭武

の日記から見る明治の松戸｣( 戸定歴史館:柏木一朗)､2/16｢ ガンダーラの

仏塔を掘るn｣( 社会教育筐 大森隆志) 定員各回当日先着80 人　費用無料

[2/90 日)･23( 日)･3/9(1日)･
so

吩･23 臼4/6( 日)l

i;
日 午 前10 時~ 正１

考古学講座｢ 考古学から見た日 本の歴史／旧石器・縄文 時代編｣

講師博物館学芸員・松尾昌彦　対象全回出席できる人　定員30 人(抽選)

費用無料

[哨2月１日(土)必着で、往復ハガ牛に住所･ 氏名･ 電話番号を記入し て、〒2ﾜ0

松戸市千駄堀6ﾜ1 市立博物館考古学講座係(S384 一82ﾜ2 番)へ

俘 乙30
分と午

丿

犀 な二 ⊇

博物館館内公開

収蔵庫・作業室 一書庫・学芸員室など展示室以外の施設を見学します。

対象小学生以上　定員各回15 人(先着) 費用無料

匣]電話で市立博物館館内公開係S384-82ﾜ2 番へ

入館時間…午前9時30 分～午後4時30分･ 常設展観覧料…一般300 円(240 円)･高大学生150円(100

円)･小中学生100 円(60 円)(　) 内は20 人以上の団 体料金　※第2 ・4土曜日は 、小中学生の観覧

は無料です。 休館日…月曜日(祝日に当たるときは翌日)･第4金曜日(館内整理日) 総合展示解

説ツアー…毎週土・日曜日と祝日の午後2時から30 分間、解説員による総合展示ツアー解説を開

催し ています(参加者は観覧料が必要です)。

市民会館

市民劇場

森のホール21

文化ホールギャラリー

松戸駅市民ギャラリー

博物館

21世紀の森と広場パークセンター

戸定歴史館

テレホン案内サービス

………O366-0010 番
平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜・午前９時～翌日午

前９時

夜間急病診療所…S368-3756 番

衛生会館内･毎日午後8Bi~11 時

休日土曜日夜間歯科診療所

………容365-3430 番

衛生会館内･午後8 時～11時

ご相談名 ……　期･･ 日　 二 ………時 ノ 間
芦　　 ’ ｀･･　　 ¶「

▽ 会 場 ‘ ’

ふ' 〃 ●　　 ｜

圓 ｊ

瞑701
月～金曜日

午前9時～刹拈時
市民相談室 市

民
相
談
室

㎜屁 菫 １
午前8時30分～刹 飭時

圜
毎週火･木､第2･4月曜日 刹 釦 時～５時 市

役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

第1 月曜日 午前９時～正午

Ｅ ＺＩ 第２金曜日 午後1時～5時

酊躙m71 第３金曜日 午後1 時～４時30分

眤ml 第２・４月曜日 刹 斟 時～３時

甌rll 四 日 午前10時～午後４時

四卜| 第４火曜日 午前９時～正午

EHI 第1･ 第3 月曜日 刹 斟 時～５時 商工観光

課労刪系¶r-’　･1゙-　　i‘s　　　　 ’ ’ ’ ●.　 丶　　 ’’　
．　　　　 ．．

丶　６　　･
．　

甲ふ　　Fr7 「
※゚ 労 債　 談 は 東 葛 飾 支 庁 商 工 労 政 課（公361-4089 番 ）で も 行 っ て い ま す 。

巡
回
年
金
相
談

収

午前10時～午後3 時

常盤平支所 国
民
年
金
課
適
用
係

旭 小金支所

1(X月) 小金原支所

1頓 馬橋支所

1欧 六実支所

21窗 新松戸支所

誤火） 矢切支所

2ぼ金） 東部支所

国 月～金曜日 午前９時～刹麦４時
消費生活センター

25365―6565番

相談名/
F･　 ’● “゛

・　･ 气`胛　「
㎜4.　　　 ●J　 「`……… 期 …

…
日 二　 時 入 間 匸 ‾

'｀''l‘ ･ ｀''へ.'. '. 1　,r ｀1

' 会'' 場 て

'　　　 ，　　 こ'．

｀'~S ,･ ♂　 ｀ 、

ダ 圃

圜
第1～第４金曜日

午前10時～刹 変3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

P 奏4(火) 小金支所

5啝 常盤平支所

6團 小金原市民センター

忿 ＝　　　　　 ｒ　＝　　　　 ＝　¶　　　
・　　　　　　 气-･　　r ぜ'-　　ら'' ふw'.こ̂'.･ 气‘!

人 樹 目印; 干 聊 頏 駅 鈴 戸 £^( ≪363  ―  6278f) で 听? 加 靆 に

ふ 　 ＝ 　 Ｘ
， ， 　

Ｓ ミ － －

４
－

Ｓ

Ｉ Ｗ
－

＝ ・

ｌ

,  , ’ ¶ l I . 7 、 . ｝ - X y s J ･ - | ● 　 ,

第 1

～

第 ４ 金 曜 日

午前10時～午後3 時

..4.ν.,.ふ.ふ.丶..ゝ .癜J6J

市 役 所 相 談ｺｰﾅｰ

回

↓|

３(月) 馬橋支所

４(火) 六実支所

小金支所４(火)

５(水)・19C*) 常盤平支所

5團･19 團 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

6困･20 團 小金原市民ｾﾝﾀｰ

醍
｜ 第1 ～第３月曜日 午前10時～午後4 時 女性センター

(相談室直通)

0363-0505 番

｜　　第4 月曜日 刹齠 時～７時

rrr |火･ 金曜日(2/7は除く) 午前10時～午後４時

茜1
|毎月第２火曜日(2月

は祝日のため2/18)
午後1時30分～4時30分

女性センター

S364  - 8778番

凝ｇ;= ＭＳ

月～金曜日
午前９時～正午 教 育 研 究 所

S366- 7461 番m7 覆 刹刪時30分～4時30分

蛔 月～金曜日 午前8時30分～午後5時
北松戸保育所

S367- 4646 番

お気軽にご相談ください ２月の相談あんない


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7

